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建築学科 作品集





創設 50 周年を迎えて

　皆様には、平素より摂南大学理工学部建築学科の設計教育にご支援ご高配

を賜り、厚くお礼申し上げます。

　摂南大学理工学部建築学科では、計画・環境系と構造・生産系の 2 つの

教育系統を軸に、社会における実践的課題に対処していく力を培うために、

多彩な角度から建築に関わる知識と技術を習得し、感性をみがくことを目指

した教育・研究活動に励んでおります。

　特に、設計演習や卒業設計では、実社会における建築への要求やその社会

的役割を踏まえて、多数の現役建築家を講師に迎え、1 年次から 4 年次まで

多様な課題のもと、学生と一緒に開かれた議論を行っております。また、

先端の情報を共有する授業環境づくりにも努め、情報系科目と連動したデジ

タルと手描きの双方向による設計教育も進めております。4 年生は、学部で

の学びを応用した集大成として、卒業論文、卒業設計に取り組み、12 月に

は「卒業研究発表審査会」を、1 月には「第 19 回卒業研究作品展」を滞り

なく終えることができました。作品展では、展覧会用にさらに磨きをかけて

質の向上を目指した卒業研究成果が出展され、論文・設計の各講評会では

学外の建築家、実務家、研究者をお招きして熱のこもった議論が交わされ

ました。卒業設計では、模型が大きくなり、優秀な作品が多数となりました。

ご支援をいただきました皆様に厚くお礼申し上げます。

　今年度、建築学科は創設から 50 年という節目を迎えました。1975 年に

94 名が入学してから 50 年間で総勢 4599 名が建築学科を卒業しました。

節目を迎えたことを記念し、11 月には卒業生ならびにそのご家族に８号館

や寝屋川キャンパスまでお越しいただき「ホームカミングデイ」と題した

イベントを実施しました。また、建築学科の略年表と教員一覧を編集いたし

ました（本作品集の巻末に掲載）。

　本作品集は 2025 年度における学生の作品から優秀作品を選抜し、当学科

における設計教育全体の取り組みをご紹介するものでございます。

　学科一同、学生・教員がともに成長する教育環境を目指してこれからも

努力してまいります。今後ともご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

2026 年 3 月

摂南大学 理工学部 建築学科長
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欲動ヲ獲得セヨ。

　本研究は、私含む人間の根源的欲求を「残す」と定義し、建築を媒体として空間化する試みである。形態や思

想が無意識に継承される「模襲」を「残す」欲求の表れとして設計により構造化する。本計画は、阪南市山中渓

を敷地に、「残す」という欲求を受け止める器としての〈継承〉を軸に据えた塔状建築を提案する。さらに、　

「死」を概念化し、恐れる対象として空間化することで、「残す」への衝動を喚起「残す」欲を介し、個と社会

の関係を更新する建築の可能性を探る。

樽井 智哉

1. 概念の創出
2. 記号化
3. 記号が伝播
4. 情報の抽出
5. 欲求との迎合
6. 行為の誘発

「残す」概念の可視化

継承の器としての建築

6.5F ふわりの繭吊 9 10F 展望台

文化に依存

苦行

習慣

「残す」ための記号への課題
• 記号が反復的に消費されることで、本来内
包していた意味が弱体化している
• 行為や選択の理由が記号によって消失しつ
つある
• 記号と欲求・思想の接続が断たれ、行為が
習慣として自動化している
• 衝動は消失せず、理由を失ったまま身体に
潜伏している
• 意味の再解釈が行われないことで、形式の
みが継承され続けている

社会における存在感や継承力が希薄化している

GSEducationalVersion

 

1FL

2FL

3FL

4FL

5FL

6FL

6.5FL

7FL

8FL

9FL

10FL

最高高さ

エントランス

資料コーナー

ふわりの遊び場

アート展示

展望台 兼 継承の場

ギャラリー

資料コーナー

WC

ふわりの繭吊

FL

FL

FL

FL

FL

FL

. FL

FL

FL

FL

FL

最高高さ

エントランス

資料コーナー

写真

休憩

ふわりの遊び場

アート展示

展望台 兼 継承の場

ギャラリー

ふわりの繭吊

ギャラリー

スペース

1. 気づき

2. 知る

3. 記録

4. 共有

5. 再解釈

6. 手渡しで継ぐ

7. 忘れない

外観
習慣

資料コーナー　　3 4F
写真ギャラリー　5F
ふわり・遊び　6.5 7F
アート展示　　　8F
継承の場

展望台
9 10F

内包された意味の再解釈
継承過程を階層化

験
体
的
省
内
兼
体
身

習慣によりサイクル

3 4F 資料コーナー

記号化する構造
• 建築が模襲されてきた古典建築オーダーには、構造そのものが記
号として認識されている
• 原始の小屋の、柱・梁・屋根という最小構成によって成立した最
初の構造であるため概念が定着しやすい

古典建築のオーダーは、構造や装飾を通じて
　　　　　　　　　　　明確なアイデンティティを獲得してきた

構造を記号化することで、建築は伝達性・記憶性・継承性を内包
する形式となる

テンセグリティ構造
「残す」ために新しく記号を建築として永く模襲させるには、この
最初の構造から逸脱する必要がある
建築として成されていない「テンセグリティ構造」に着目する

+

+

中心軸
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上
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る
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止
静
　
　
　

上スラブ

下スラブ

吊（要）

外観

：模襲される建築

：大阪府阪南市山中渓

死の認識

：死を恐れる

•「残す」という欲求は、生き物が死から逃れようとする本能的衝
動に由来する
• 死の想起は、人に何かを残そうとする動機を与える
• 人は死への恐怖から、自然や高次の存在を超越的なものとして捉
えてきた
• 祈りや祭祀、聖域、建築は、死に抗う形として現れたものである

山中渓での「死」を自然への畏怖と定義

望
渇
の
光

　

　
谷
峡
　
　
　
　
　
　
　

る
れ
ま
込
み
飲
に
形
地

木々の幹が光のフレームと化す

峡谷の建築化
• 狭隘な地形や自然のスケール感、影の存在を物理的に建築化する
• 迷い込む行為を、影の中から光を探す存在状態として捉える
• 死がもたらす恐怖や無力感を飲み込まれる感覚として空間化する
• 自然の中での人間の存在の脆さを体験的な建築として可視化する

　樹幹とそこに差し込む光景を
　　　　　光を切り取るフレームとして建築に投影する
　自然への畏怖を「死＝自然との同化」として解釈する

峡谷美術館の位置づけ

• 相対する概念を並置し、無意識下での結び付きを促す
• 概念同士の接続により認識が再生成され、行為へと発
展する
• 概念化された「死」は記憶に堆積し、風景として残り
続ける状態を生み出す

膨大な自然スケール（死）に　　　　
　　　「残す」が概念で対抗する

展示空間 峡谷の展示空間エントランス外観

継承の課題 地形の課題

1. 利用者の内に、建築の基盤となる概念が創出される

2. 概念は形態や構成、空間関係に溶け込み、建築の殻と一体化す
ることで記号化される

3. 記号化された建築は、理解を伴わない模襲を通じても、人や時
間、社会的文脈を介して伝播していく

4. 利用者は建築に内包された意味や価値を読み取り、情報を抽出
する

5. 抽出された情報は、個人の記憶や経験、根源的欲求と結び付く

6. 記号と欲求が迎合することで認識が更新され、明確になった行
為や衝動が誘発される

• 山中渓は大阪府阪南市南端に位置し、山と渓流に囲まれた自然豊
かな地域である

• 江戸時代には紀州街道の宿場町・山中宿として栄え、交通の要衝
であった
• 旧庄屋屋敷や石畳、寺院などが現存し、地域の歴史的記憶を伝え
ている
• 近代には「大阪の奥座敷」として知られ、温泉地として発展した
• 1931 年に温泉旅館「ほととぎす」が開業し、空間演出を伴う建築
的試みがなされた
• ほととぎす旅館を契機に温泉施設が連なり、一時的に温泉街とし
て賑わった
• 宿場町としても 20 件以上の旅宿が存在し、鉱泉にまつわる伝承も
残る

• 地形的制約や交通網の変化、災害、環境被害、用地転用などによ
り温泉街は衰退した
• 昭和 30 年代以降、旅館街は解体が進み、現在は往時の賑わいを失っ
ている

1996～ 1997　今昔マップより作成

特徴と歴史
人的・社会的課題
• 高齢化と人口減少の進行により、地域コミュニティの担い手が不
足している
• 行事や文化活動を継続する主体が減少し、世代間の断絶が生じて
いる
空間・資源の課題
• 空き家や未利用建築の増加により、地域の景観と機能が低下して
いる
• 自然景観や歴史的資源が点在する一方で、それらを統合的に継承
する場が不足している
記憶・思想の課題
• かつて温泉街を形成した人々の志向や憧れが、現在では明確に共
有されていない
• ほととぎす旅館を起点とした思想の伝播は存在したが、その意味
や背景は風化しつつある
継承の方法論の課題
• 文化や記憶を保存するだけでなく、いかに現在の価値観と結び付
け再解釈するかが問われている
•「残す」欲求を、現代において有効に受け止める新たな媒体が必
要とされている

やぐらの継承

• 山と渓流に囲まれた狭隘な地形により、平地が少なく開発の自由
度が低い
• 起伏の激しい地形は、移動や滞在に身体的負荷を与え、高齢化社
会では障壁となりやすい
• 一方で、峡谷状の地形や陰影の深さは、他地域にはない空間的特
質と強い記憶性を内包している

• 山中渓のやぐらは、地域の祭礼を象徴する存在として代々受け継
がれてきた文化財である
• 令和元年に代替わりが行われ、現在は三代目のやぐらが祭事の中
心を担っている
• 役目を終えた二代目やぐらは、現在わんぱく王国入口に保管され
ている（左下写真）
• 現状では、地域の記憶や歴史的連続性を十分に伝えきれていない
• 単独で置かれた状態では、やぐらの背後にある地域の誇りや文脈
が埋没している

やぐらを単なる展示物ではなく
文化継承の象徴として再定義する必要がある

• わんぱく王国から山道を登った約 30m 上に展望台を設け、「継承
の場」として構想した

• この場では、やぐらを保存するだけでなく、眺め、語り、歴史の
連なりを体感できる

• やぐらを中心に据えることで、建築が文化を伝える仕掛けとして
機能する

引用：https://yagura.main.jp/yagura-introduce/13/yagura.files/08.jpg 
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近代建築別冊　卒業制作 2026　本学建築学科代表出展作品　　第 19 回卒業研究作品展ゲスト講評会（卒業設計部門）優秀賞 人の根源的欲求を「残す」と定義し、「模襲」によっ
て継承される形態を独特の手つきで記号化している。
山中渓の峡谷に潜在的にある「死への畏怖」 に永続
性を見いだし、それを梃子に継承の衝動を喚起する建
築を提案した。保存や活性化という明るい未来とは違
い、 再解釈や共有へと導く仕掛けで、 空間に対する
信頼に正面から向き合っていた。答えのない自問のよ
うな建築に最後まで挑戦し続け、迫力のある建築へと
昇華された。   　　　　　　　　　　　  白須　寛規



Design Works 2025-20266

日本建築学会近畿支部第 80 回卒業設計コンクール　本学建築学科代表出展作品 研究段階で論文を読み漁り、子どもの遊び場に対する
解像度を可能な限り高めた姿勢がまず強い。その知見
を一つの大きな施設に集約するのではなく、あえて住
宅地に溶かし込むような選択をとることによって、 建
築そのものを問い直す提案へ踏み込んだ。 図面は最
終提出まで手書きを貫き、自身のスケール感を信じて
新しい空間を探り続けた態度は賞賛に値する。この期
間に蓄えた知識と挑戦は、仕事でより高い次元へと昇
華されるだろう。　　　　　　　　　　  白須　寛規



　 池島町の条里遺構

　東大阪市池島町周辺には条里制の遺構が比較的明瞭に残されており、③の地図に

は瓢箪山町周辺にも同様の痕跡が記されている。しかし瓢箪山町では坂地形や鉄道

の影響により連続性が失われ、条里制は断片的に残るのみとなっている。池島条理

遺構の一辺約 108m をもとに人スケールへと落とし込ん 10.8ｍ以下の基本モジュー

ルとして建築全体に反映させた。

 

「地域に寄り添う建築」-道としての記憶と未来 -

本計画では瓢箪山駅周辺の敷地にまたがる近鉄奈良線と地域の歴史を反映させた博物館を提案する。歴史的背景

と都市の断片を再解釈し、現在の暮らしに結び付けることを目的とする。老朽化を理由に閉館した郷土資料館や

文化埋蔵センターのように、時間の流れの中で地域の記憶や文化を伝える場所は減少している。そこで、地域に

残る条里制の痕跡を建築設計に取り入れ、道・電車・博物館が重なり合う構成とし、移動・生活・文化が連続す

る公共空間を形成することで、地域の生活と文化が混ざる場所を提案する。

 西口千尋

卒業設計に取り組むにあたり、自身の地元である近鉄瓢箪山駅周辺を対象とした建築を計画した。地域の歴史を伝えて

きた⓵郷土資料館や②文化財埋蔵センターが老朽化などを理由に閉館し、地域の記憶が日常生活から切り離されつつあ

る現状に問題意識を持った。東大阪市には条里制をはじめとする都市の痕跡が現在も残されているが、それらは暮らし

の中で見過ごされ、十分に共有されていない。そこで本計画では、建築を通して地域の歴史を可視化し、現在の暮らし

と結び直すことを設計の出発点とする。

　大屋根は、条里制の構造を建築に取り込む装置として計画した。

10.8 メートルを基準とした屋根構成により過去の都市秩序を現在の活

動空間へと読み替え、近鉄奈良線によって分断された敷地を一体化す

る。グリットフレームの大屋根の下では異なる目的をもった人々の居

場所が同時に生まれ、建築の内外が連続することで、敷地全体が歴史

と現在をつなぐ公共空間として機能する。

大阪府東大阪市にある①東大阪市文化埋蔵センターと②郷土資料館である。どちらも令和 5年 3月末に老朽化、耐震性能の不足を理由に閉館している。

⓵https://www.city.higashiosaka.lg.jp/0000003611、 ②https://www.city.higashiosaka.lg.jp/0000003607 から引用

①東大阪市文化埋蔵センター ②郷土資料館

研究背景 計画敷地 /大阪府東大阪市瓢箪山町周辺

・条里制の痕跡が崩れながら残る都市構造

・生駒山へとつづく坂地形

・近鉄奈良線という現代の鉄道インフラ

3つの要素が重なり合う地点に位置してい

る。異なる時代の構造が同時に現れてい

ることにこの場所の大きな特徴がある。

敷地

特徴

Google earth から引用

坂展示室

特別展示室 資料展示室

収蔵室 1

整理室

学習室
エントランスエントランス

エントランスエントランス

瓢箪山駅方面

枚岡駅方面

1 階平面図（S=1:1000）

秩序をつくるモジュール 

分断する壁
レイヤー・間に建つ大壁・隙間

　　大壁は「遮る壁」ではなく、「関係を生む装置」として機能する。スリットや開口を設け、展示や人の活動が街から
　　　　　　　　垣間見える構成としている。展示室の一部は壁と接続し、内部の様子が外部へにじみ出ることで、
　　　　　　　　　　　歴史が建築の中に閉じこもるのではなく、街の日常の風景の一部となることを意図している。
視線や動線、音や気配が交差することで、中間領域を生み出している。そして近鉄線によって分断された敷地の「間」に建ち、
　　　　　　　　　　　　展示・道・鉄道といった異なる要素を重ねて可視化する建築である。��

敷地を掛ける大屋根

10.8ｍ10.8ｍ

5.4ｍ

2
.
7ｍ

2.7ｍ

5
.4
ｍ

提案
条里制、鉄道、坂という異なるレイヤーを建築に取り込み、

展示として保存されてきた地域の歴史を日常の移動や滞在の中で体験できる空間を作ること。

敷地と地域をつなぐ空間構成

展示

通過 滞在

歴史を伝える博物館　　

展示を見る場所

まちをつなぐ通路 居場所としての建築

地域に寄り添う建築、道としての建築

回遊通路や大壁沿いに座る・眺める・立ち止まる場を点在させ、
　　人の動きが重なり合うことで、建築を地域の日常を
　　　　　受け止める居場所としている。�

地形を展示

坂展示室は、敷地に存在する坂地形をそのまま床として取り込み、

　　　　地形そのものを展示とする空間である。

展示を「置く部屋」から「土地を展示する部屋」になる。

本計画における「寄り添う」とは、地域の地形や鉄道、歴史を変えることなく引き受け、日常の行為と重ねながら人のスケールで空間として

翻訳することである。強く主張するのではなく、すでにある風景や生活の中に入り込む建築として、地域に寄り添うことを目指した。

まちと博物館の間に建つ大壁

地域と鉄道を取り込む　　

地域住民の作品展示を想定し、電車の通過をスリット越し

に感じながら地域を見渡せる区間とした。
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日本建築家協会近畿支部卒業設計コンクール　本学建築学科代表出展作品　　第 19 回卒業研究作品展ゲスト講評会（卒業設計部門）最優秀賞 近鉄奈良線瓢箪山駅、 老朽化し閉館した資料館等に
かわり地域の条理制の痕跡を基本モデュールとし、ダ
ブルグリッドのフレームを取り入れ、 地域の記憶や文
化を伝える場を創出している。かつての条理制が鉄道
という土木的スケールで分断された痕跡を「遮る壁」
から「関係を生む装置」として大壁を設け可視化した。
生駒山に連なる微地形を活かし、展示スペースを座る、
眺める、立止まる場所のある回遊通路とし日常性を生
み出している。　　　　　　　　　　　  伊熊　昌治



ひろわれた日常

本研究は、無人駅という特性を活かした建築による地域資源の可視化を目的とする。地域には海や農業、祭りな

ど多様な資源が存在する一方、日常の中で見過ごされ、共有されていない現状がある。改札を持たず誰もが自由

に出入りできる無人駅を通過点ではなく滞在・交流の場とし、展示や体験、日常的な利用を通して地域資源に触

れる機会をつくる。住民同士あるいは住民と来訪者が資源を共有し誇りや学びを得られる機会を創り出すことで、

次世代への知識・技術の継承や地域課題の発見・解決のきっかけを生み、地域の魅力と活力を高めることを目指す。

土井萌愛

研究背景 計画敷地 /和歌山県田辺市芳養町 JR 芳養駅周辺

計画概要

提案

　ゼミⅢの授業において、寝屋川市の水路や段蔵といった地域資源に着目し地域資源の見える化に関する検討を

行った。日常生活の中では意識されにくいが各地域には固有の魅力や資源が存在しており、それらをいかに効果的

に伝えるかが課題であると感じた。当時はシートや動画を用いて可視化を試みたが、大学で学んできた建築という

手段によっても地域資源の見える化が可能ではないかと考えるようになった。ここでいう地域資源とは、自然・文

化・産業・人々の営みなど、その土地の価値や魅力を形づくるあらゆる要素を指す。こうした背景のもと、地域資

源を日常的に意識できる場として無人駅に着目した。無人駅は改札を持たず、利用目的に関わらず誰もが自由に出

入りできる、境界のない公共空間である。この特性を活かしつつ、地域の人々の日常や資源を自然に可視化する場

の提案が可能であると考え、本研究に至った。

芳養小学校

高台側住宅街

計画敷地

JR きのくに線

海側住宅街

国道 42４号線

海側住宅街高台側住宅街 公民館

＜特徴＞

・現在の駅は無人駅であり改札がないため誰でも自由に出

入りすることができる。

・周囲には漁港や田畑、住宅街が広がる。

・獅子舞やお神輿などの伝統行事があり地域住民同士の結

びつきが強い。

・線路を境に高低差がある。

駅舎

跨線橋

線路

住宅街＜従来の駅＞ 　＜提案する駅＞

改札が境

通過の場
電車を待つだけの場

自由に出入り

滞在の場

2. 高台と低地を繋ぐ駅

<現在＞

＜提案＞

・駅周辺は線路を境に高低差がある。普段は通り抜

けれず大回りをしなければならない。

・跨線橋は階段のみである。高齢者が多い地域で足

が悪い人も多くいると考えられるため、跨線橋を通

らないと向かいのホームに行けないのは駅の利用者

が増えない理由に一つではないかと感じた。

・駅舎側から高台にある住宅街側までスロープでつ

ながっているため気軽に行き来することができる

ようになる。

・駅が無人駅で改札がないという特徴を持つため向

かいのホームへ移動する跨線橋の役割と高台の住

宅街側へ向かう道の役割を 1つのもので担うこと

ができる。

駅舎

跨線橋

駅舎

住宅街
道路

通り抜けできない

自由に通り抜けできる

道路 住宅街

1．地域資源の見える化

コワーキングスペース

公民館

シェアキッチンシェアキッチン 図書スペース 直売所 駅
広場

展示スペース

機械室 電気室

（S＝1/500）

　和歌山県田辺市芳養町にもたくさんの地域資源がある。地域資

源としては梅やみかんなどの農作物、お神輿や獅子舞といった地

域で受け継がれてきている伝統行事、漁業や林業とその地域資源

の周辺の風景や暮らしが挙げられる。それらの資源を建築によっ

てどのように見える化するのかを考える。

例えば、この敷地の近くには海があり、その海では漁業が行われ

ている。この地域の風景は海があり、漁業が行われてきたためで

きた風景であり、その風景こそがこの地域の資源の 1つであると

言える。建物自体からも地域らしさが感じられるようにしたかっ

たため、海の波をモチーフとしたこの形とした。

　また、この周辺の地域では林業が行われており、良質で豊富な

木材資源を有していることも地域資源として挙げられる。それら

を目で見たり香りを感じることで地域らしさを感じることができ

るようにするため和歌山県で育てられた木を用いて建物を木造と

する。

（S＝1/500）

地域の人同士の交流や地域の人が持つ技術の

継承を行う場。料理教室、加工品づくり、イ

ベントの際にキッチンとして利用する。

直売所
シェアキッチン

広場 展示スペース図書スペース

地域に住んでいる人誰もが気軽に利用

できる。本は貸出などはなくこの駅内

で読むことを想定。

地元で採れた野菜や果物、加工品を新

鮮なまま届ける直売所。生産者が直接

持ち寄り、その日のおすすめを並べる。

多くの人が通る広場。広く、自由に

使える空間となっており、地域のイ

ベントの拠点として利用できる。

地域に関するものを常設展示。必要な時

以外倉庫に入れられている物を展示して

地域のものに触れられるようにする。

橋は海側の住宅街と高台側を繋ぐ。駅

を利用する人も利用しない人も誰でも

通ることができる。高台側には小学校

がある為通学路としても利用できる。

2つのホームを移動する際にも利用す

る。橋の上からは電車が来る様子を見

学することもできる。

橋

高台側住宅街

駅舎

ホームホーム道路

南東立面図

断面図

Design Works 2025-20268

改札を持たない無人駅という開放性に着目し、通過点
にとどまっていた駅を地域資源を共有する拠点へ再編
した提案である。 海や農業、 祭礼など土地の履歴を
資源として捉え、 それらを展示・直売・体験の場へ建
築的に翻訳している。また、線路で分断されていた高
低差を橋と一体化した動線計画で接続し、駅を地域の
結節点として再編している。無人駅の公共性を再考し、
地域に根差した新たなコモンズの可能性を具体的に提
示した計画である。　　　　　　　　　  加嶋　章博



でんしゃなき島のせんろみち
中郷　陽咲
本研究では、かつて淡路鉄道が通っていた廃線跡「せんろみち」に注目し、その空間を人々の記憶・文化・日常

をつなぐ場として再生することを目的とする。線路跡や駅跡に中継地点を設け、地域資源を体験できる拠点や休

憩所を設置。例えば玉ねぎ小屋をモチーフとした空間デザインを施し、自転車などでの回遊を通じてかつての輸

送路を現代的に活用する。地域住民が世代を超えて集える場所を「当たり前の風景」の中に創出することで、淡

路島の魅力を再認識し、若者が「また帰ってきたい」と思えるきっかけとなる場づくりを目指す。

5月～9月 たまねぎを干す 
10月～12月 稲藁を干す 
12月～4月 使われてない

計画敷地　淡路鉄道廃線跡

南あわじ市は、南北に長い地形を有する淡路島の南部に位置し、兵庫県の約 2.7％

を占めている。市の南部および西部は、それぞれ紀伊水道および播磨灘に面し、

北部には先山山地、南東部には諭鶴羽山地、西部には南辺寺山塊が広がっている。

また、中央部には三原平野が展開しており、地勢的に平坦な地域を形成している。

さらに、紀伊水道には、周囲約 10 キロメートル、人口約 400 人を有する沼島が浮

かんでいる。

玉ねぎ小屋は、収穫した玉ねぎを風通しの良い環境で乾燥させ、長期間品質よく

保存するために作られた木造の小屋です。壁を板の隙間や網状にして湿気を逃が

す構造になっており、内部では玉ねぎを束にして吊り下げる伝統的な方法が使われ

ています。淡路島は気候が温暖で湿度も高いため、こうした小屋は玉ねぎが腐らな

いようにするための知恵として発展して来ました。島の農村風景のひとつとして、

現在も多く残っている。

建物の共通のコンセプト　淡路島の原風景～たまねぎ小屋～

淡路島には現在鉄道は通っていないが、1966年までは洲本と福良を結ぶ淡路鉄道が人と物の移動を支えていた。

廃線後は多くが道路として整備され、一部は築堤や橋脚などの形で今も農地や集落に残っている。こうした跡地

は「せんろみち、でんしゃみち」として世代を超えて親しまれているが、鉄道の存在そのものを知らない若い世

代も多く、地域の記憶として十分に共有されているとは言いがたい。また、淡路島には玉ねぎ小屋や淡路瓦、

ため池、人形浄瑠璃など多彩な地域資源が存在するが、日常に溶け込みすぎてその価値に気づかれにくい現状が

ある。多くの若者が大学進学などを機に島を離れ、そのまま戻らない傾向がある中、地域資源への誇りや愛着が

育まれる機会が求められている。

　かつて淡路島を走っていた淡路鉄道。 その廃線跡は、 今も人々に 「せんろみち」

「でんしゃみち」 と呼ばれ、 地域に深く根づいている道です。 道沿いには、 橋台や

築堤などの遺構が姿を残し、 電車が走っていた記憶を静かに伝えています。 一方で

電車を知らない子どもたちの中には、 「将来電車が通る道」 だと信じていた子もいます。

電車が消えたあとも、 この道は人々の暮らしの中で呼ばれ続け、 語られ続けてきました。

「せんろみち」 は、 地域にとって大切な言葉の資源です。

せんろみち

現地での玉ねぎ小屋の使われ方

　この「ひろたえき」は、淡路島を代表する伝統
工芸・淡路瓦の魅力を、展示と体験を通して広く
発信する場とする。瓦の産地を離れたこの場所だ
からこそ、ものづくりの背景にある技術、素材、
歴史をじっくりと紹介し、地域の文化を改めて見
つめ直す拠点。施設では、淡路瓦の成り立ちや製
造工程をわかりやすく伝える展示に加え、実際に
土にふれて瓦の成形や装飾を体験できるスペース
を設ける。観光客だけでなく、地元の子どもたち
や住民が、楽しみながら伝統にふれられる「学び
と交流の場」を目指す。駅という機能を活かし、
淡路の文化に出会い、ふれ、次へと運ぶ「文化の
中継地」となることが、この施設の役割である。

せんろみちを未来につなぐ
だんじりを身近なものに

瓦の可能性をひろげる

玉ねぎ小屋ににかつての劇場を

この「駅」は、かつて淡路島を縦断していた淡路鉄道の記
憶と、今も残る「せんろみち」「でんしゃみち」にふれる地域
の交流拠点である。敷地内には旧・神代駅のホーム遺構
が残り、当時の雰囲気を体感できる場となっている。鉄道の
歴史や地域の暮らしとの関わりを伝える展示に加え、島内
各地に点在する築堤や橋台、「せんろみち」の現在の風景
も紹介する。世代によって異なる呼び方も、地域文化の一
部として表現する。ただの展示施設ではなく、過去と今、
そして未来をつなぐ“始発点”になる場とする。
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この地域では今もだんじり祭りが盛んに行われて
いるが、少子高齢化の影響で担い手が減り、
使われなくなっただんじりも少なくない。そこで、
祭り以外でもだんじりにふれられる常設展示の
場を設け、地域の伝統を日常に近づけたい。
展示は懐かしさと誇りを呼び起こし、役目を終えた
だんじりに新たな意味を与える「語り継ぎの場」と
なる。子どもには学びの場、来訪者には文化の
入口、地域には伝統を未来へつなぐ拠点とな
ることを目指す。

かつてこの地には人形浄瑠璃の劇場があり、駅周辺は芸能と人の往来が
交わるにぎわいの場だった。今では田園風景が広がり、劇場の面影は薄れ
つつあるが、土地には文化の記憶が残っている。そこで、使われていないたま
ねぎ小屋を活用し、劇場と展示室として再生する構想を立てる。
芸能だけでなく、この土地に息づいてきた歴史や記憶にふれる場
とし、人形浄瑠璃を「遠い伝統」ではなく、日常の中にある文化とし
て再び根づかせたい。

神代駅

洲本駅
掃守駅

広田駅

現地で多く見られた使われ方
・ コンテナや農民車、 トラクターの保管
・ 壁を完全に塞ぐ、 半分だけ塞いで倉庫にする
・利用されずに放置されている

新たな駅をつなぐ
かつて淡路島を縦断していた淡路鉄道の廃線跡と駅跡を活用し、地域の文化や魅力を発信する小さな「駅」＝地域拠点を点在的に整備する構想で

ある。それぞれの駅には、その土地ならではの伝統芸能、風景、産業、歴史を詰め込み、観光と地域交流のえきとして機能させる。

研究背景
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淡路鉄道の廃線跡 「せんろみち」 を、 失われたイン
フラではなく地域資源を読み解く場として再編する提
案である。 線路は消えたが、 築堤や橋台、 呼称とし
て残る記憶が土地の連続性を今も支えており、その線
的基盤に着目する。玉ねぎ小屋や淡路瓦、 人形浄瑠
璃、だんじりといった地域資源を回遊の軸として再構
成し、記憶を体験へと展開した。かつての輸送路を交
流基盤へと再生し、 若者が地域の価値を再認識する
契機を建築的に提示した計画である。　   加嶋　章博



　濡れる        湿る        冷える         乾く

背景
　私は3歳頃まで、現在の自宅とは違う家に住んでい
たらしい。しかし、その記憶は一切残っていない。
現在住んでいる家で過ごした記憶も、前の自宅のよ
うに無かったことにはしたくない。
　だから私は、誰も住まなくなった後も記憶の中に
存在し続けるような「使われていないこと自体を否
定せずに受け止める建築」のあり方を考えたい。そ
の手がかりとして着目したのが雨だ。

使わない時間のデザイン -雨が暮らす住宅群 -

本計画では、忠岡町に特徴的に分布する袋小路を再解釈し、使わなくなった後も記憶に残り続ける新たな袋小路

のあり方を提案する。その手掛かりとして雨に着目した。設計の軸は「中間領域におけるコミュニティの形成」「雨

が行動の変化を強いること」の 2 つである。さらに五感で感じる雨の現象を細分化し、さまざまなスケールで雨

に触れることが出来る空間に設計した。

矢口恵斗

計画敷地
　忠岡町の袋小路は意図的な都市デザインではない、だがその
偶然の道は、地域コミュニティの基盤になっている。私はこの
“偶然に生まれた袋小路”を再解釈し、積極的な意味を持つ空
間へと再構築したい。
　この地域の課題点は、人口減少により、将来的に人の気配が
確実に薄れることである。特に計画敷地が位置する場所は、忠
岡町が定める中心拠点区域からも外れている。その事実を無理
に変えようとするのではなく“使われない時間”をどう価値に
変換できるかを問う。

計画趣旨
　私は雨には記憶を引き止める力があるのではない
かと考える。良くも悪くも、雨の日の記憶をなぜか
よく覚えている。そんな実感が誰にでも少しはある
のではないだろうか。
　なぜ雨の日の記憶は心に残るのか。それは、雨が
降る度に、その記憶に触れることになるからではな
いか。記憶は保存されているだけだと薄れてしまう
“思い出す”という行為のきっかけを、無意識のう
ちに担ってくれているのが雨なのではないか。雨が
そこで過ごした記憶や思い出をそっと呼び起こす。
そんな存在になれたなら、誰も住まなくなった家も
ただの“空白”ではなく、豊かな“余白”として捉
え直せるのではないか。そう考え設計した。

設計の軸
１. 雨が行動の変化を強いること
　雨の日は、私たちの行動を自然に変える。い
つも通る道を避け、屋根のある道を選ぶ。少し
遠回りをしてでも水たまりを避ける。このよう
な、日常のささいな行動の変化こそが、記憶と
して心に刻まれる瞬間だと私は考える。

２. 中間領域におけるコミュニティの形成
　現状の袋小路には中間領域がほとんど見られ
ない本来ならば人の交流が生まれやすいこの空
間も、雨の日にはその機能を失う。住民は濡れ
ないよう屋内と車を往復するのみとなり、外部
での関わりが極端に減少する。こうした「雨の
日の断絶」にこそ、建築的介入の余地があると
考えた。

使わない時間のデザインの意味

“建物を使わなくなった住人”に着目した考え方。雨が
降る度に思い出が呼び起される反復を意図的に設計する
雨という自然の現象を媒介にして、その場所の体験を住
人の記憶に残し続けることを目指している。“使わない
時間”においても、その場所が確かに存在し続けるため
のデザイン。それが記憶のデザインである。

“建物を使っていない時間”に着目した考え方。建物が
使われているかどうかに関係なく、雨が降ればその形を
更新していく。土地そのものが雨によって描かれていく
ような状態を生み出す。人の操作が加わらない時間にも
雨が場所を変化させ、敷地の表情を積み重ねていくプロ
セスそのものをデザインとして扱う。

“建物を使った後”に着目した考え方。雨が降った日は
その場所を使っていた人の足跡や動線の痕跡が滲み出る
そして雨が降る度にその痕跡が積み重なっていく。人が
そこにいなくても、そこにいた気配が目に見える形で残
る。本計画が示したいのはそんな人が去った後に現れる
デザインである。

記憶のデザイン    雨によるデザイン    気配のデザイン

　響く           弾く        伝う        籠る

濡れる        跳ねる         滴る         流れる         集まる

溜まる        広がる         滲む        反射する       乾く

触覚

五感で感じる雨の現象

聴覚

視覚

袋小路
対象敷地

N
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第 19 回卒業研究作品展ゲスト講評会（卒業設計部門）奨励賞 「雨の日に起きたことをなぜかよく覚えている気がす
る」 という、自身のふんわりとした想いからはじまっ
た矢口さんの卒業設計は、「中間領域」「コミュニティ」

「袋小路」「集まって住むこと」「空き家」など、 卒業
設計においてやや使い古された感のあるテーマに対し
て真っ向から向き合っている。雨の日にだけ起こる出来
事や「雨」という現象を手がかりに認知する状況を丁寧
にリサーチした結果をもとに魅力的な造形群に昇華し
た提案である。　　　　　　　　　　　  小林　健治



今回の計画敷地である谷町筋は、都市の中で存在感のあ
る自然を有する天王寺公園と大阪城公園の間に位置して
いる。本計画ではそれらを繋げる役割を担うことで、敷
地境界線に縛られた自然を境界を超えて日常的に感じら
れるようにすること提案する。また、通り沿いにある寺
院群に焦点を当てることで、文化軸としての価値を高め
ることを目的とする。

緑のつながり ～桂離宮から読み替える現代のまち～

本計画は、都市空間の中で失われがちな自然とのつながりを回復することを目的とする。牧野植物園で感じた、
境界を越えて広がる自然の力強さを都市に呼び戻すため、谷町筋を天王寺公園と大阪城公園を結ぶ「自然軸」の
結節点として再構築する。中央分離帯や歩道橋など単一機能の都市要素に新たな価値を与え、街全体を植物園の
ように捉えることで、歴史や文化とも重なり合う風景を創出する。自然が日常の移動や活動と交差し、都市の景
色そのものを更新する場を提案する。

國澤晃一

◉２つの象徴的な緑を繋ぐラインと点在する寺院群

天王寺公園

大阪城公園

谷町筋通り

計画敷地

寺院群
（四天王寺）

（生國魂神社）
（吉祥寺）
（藤次寺）

・・・

都市と自然の関係性を探るにあたって、建築と自然の関係性を人の認識
と共に調査した。
◯古代～中世
自然は信仰の対象であり、畏れ敬う存在であった。
建築は自然の秩序に従い、地形や森と一体的に成立する。
ex) 伊勢神宮に見られるように、自然そのものが御神体であった。
◯ 近世（江戸時代）
自然は暮らしに寄り添う、身近な存在であり、人と共存の関係。
建築と庭は連続し、縁側や開口部が人と自然の距離を調整する。
ex) 桂離宮 : 自然の一部として振る舞う空間体験が生まれている。
◯ 近代（明治～高度経済成長期）
自然は征服・克服すべき対象として扱われた。
都市化により自然は整理・排除され、人工的環境が定着する。
ex) 帝国ホテル : 自然は抽象化された構成要素となる。
◯ 現代（1990 年代～現在）
自然は共生・修復・再統合の対象として再評価されている。
グリーンインフラなど、都市と自然の再接続が進む。
ex) アクロス福岡や豊島美術館は、その新たな関係性を示している。

◯ 未来
これから先の未来における自然の価値観は、修復された自然との
共存になるのではないかと定義し、この設計を進めていく。

◉建築と自然の歴史的関係性について

山・森・川…

建築
建築

自然を基準に建築が建てられる

縁側

建築

自然

薄まった境界が自然と人との距離を近づける

自然建築
都市化

自然が排除され、自然との距離が開く

自然
建築
都市

排除された自然が再び都市建築の中へ

都市の中で自然の操作を行うにあたって、人と共存の関係にあった近世の建築である桂離宮を
調査することとした。桂離宮では主に４つの要素に分析することができた。
①建築と自然に明確な境界がない　　１：視覚的連続性
②動線と体験の設計　　　　　　　　２：歩行体験の設計
③自然素材の造形と調和　　　　　　３：自然由来の素材利用
④空間の余白と静けさ　　　　　　　４：機能的な余白

◯桂離宮に含まれるフラクタル性
フラクタル性：同じような形が拡大・縮小しても繰り返し現れる構造
　　　　　　　ex) 雪の結晶（六角形）、樹木（幹 - 枝 - 小枝 - 葉脈）
　・人の脳と自然の相性
　・視覚的なリズムとスケール感
　・秩序と偶然の間にある美しさ

【桂離宮】　・池の形 ... 直線的でなく、入り組んで波打つような自然な形。
　　　　　・植栽の配置 ... 空間の密度に強弱をつけるような配置。

◉桂離宮の分析（近世の建築の調査）

。

自然
建築
都市

境界が消え、自然と建築・自然と都市の共存

斜面（芝）

建築 自然

視線

余白

敷地

調査

調査

◯緑のまとまりを 300～500m 間隔で配置
１：鳥や昆虫が生態回廊の形成に必要な緑の拠点
　の間隔幅
２：都市スケールのリズム間隔
　（交差点区間 , 区画単位）
３：人が日常的に自然を体験できる目安
　（WHO や欧州の都市計画で採用されている目標値）

◯将来的なフラクタル性
本計画で谷町筋に配置された 1 本の緑の筋は、
将来的に横方向へ広がり、街区の細道や個人宅の
庭先とつながり、都市の中に点在する様々な緑と
連続的に結びついていく姿が想像される。まるで、
枝のように広がる姿は都市空間全体にフラクタル
的な秩序とリズムをもたらす。

◉都市スケールでの提案提案

１ ２

３

（都市要素へ変換）

現在 設計後

将来像

◯導かれる視線（中央分離帯）
幅を広げた中央分離帯に築山と植栽を吉祥寺への視線を
完全に遮らない位置に配置し、日常の移動の途中に寺が
見え隠れする体験を与える。桂離宮に見られる「余白」は、
建築と自然の両方を際立たせる装置として機能している。
その考え方を応用し、吉祥寺の正面に大きな空間の余白
を設けている。築山や植栽で見え隠れしていた吉祥寺が
突然開けた空間の中で現れることで、これまでの風景と
のギャップが生まれ、その存在が強く印象づけられる。

◯都市の停止点（駐輪場）
駐輪場を単なる機能施設ではなく、都市の中に現れる小
さな「オアシス」として再解釈する。また、街から藤次
寺へと視線が抜ける構成を作っている。その視線の抜け
は、交差点など人の動きが一瞬止まる日常的なポイント
に重ねて配置しており、立ち止まった瞬間にふと寺院の
存在が立ち上がる。築山や植栽の配置は、この視線のラ
インを手がかりに組み立てられており、街の雑多な風景
をやわらかく整理しながら、視線を寺院へ導いている。

◯スケールが編む自然（地下駐車場）
既存の歩道にある六角形タイルのパターンが、スケール
を変化させながら半地下の空間へと展開している。
-1800mm という数値が、半地下の空間に存在する植栽と
石や壁の隙間から見える既存の街路樹と視覚的なつなが
りを持たせている。

◯視線でつながる自然（歩道）
既存建物に新たな庇を設け、その上部を芝生と植栽で覆
うことで、建物内部から 2 つ自然のレイヤーが繋がって
見える構成としています。視線の基準高さをフロアレベ
ルから 1300mm に設定し、建物の中にいながらも、外に
広がる自然を感じられる新しい街路風景をつくり出して
います。

◯空中のプロムナード（歩道橋）
異なる高さを持つ２つの円形リングによって構成されて
います。高低差は外側に対して緩やかな傾斜を生み、都
市構造物から植栽へのつながりを持たせます。 また、円
形リングを繋ぐスロープなどによって、歩くにつれて視
線の高さや見える景色 が変化し、単なる移動のための橋
ではなく、都市と自然を同時に体験する「回遊する風景」
として機能します。

◉敷地スケールでの提案提案

人に心地よさを与える

植栽

植栽
余白

【導かれる視線】植栽・築山などによって景色が見え隠れしている

【都市の停止点】
藤次寺から対岸の交差点まで視線が抜ける

【空中のプロムナード】
緩やかな傾斜を生む２つの円形リング

【スケールが編む自然】
既存の歩道タイルがスケール変えて岩に

【視線でつながる自然】
中央分離帯・庇の２つの自然が視線で繋がる

-1800mm

既存の歩道 延段 岩

庇

中
央
分
離
帯

1300mm

歩道

歩道タイルが

店の中まで入

ることで、

店の中と外と

の境界を薄め

る役割を担う。

藤次寺
築
山

植
栽

築
山

植
栽

植栽によって、
空間の余白は隠れている

移動すると、
空間の余白が正面へ

吉祥寺が強調される

視線の抜けに
合わせて、
植栽・築山

を配置

高低差による緩やかな傾斜
街路樹を地上・低・高と様々な高さから見る

地上

低
高

導かれる視線　模型

①

③

②

④
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桂離宮の自然観を、自然と建築が連続するグラデー
ションとして都市に引き寄せた着眼が鮮やかだ。 谷
町筋という直線の大通りを一つの生態系として読み替
え、 野鳥の行動圏を手がかりに 300 ～ 500m 間隔
で拠点を編成していく。建物を植生のように読み取り、
そこへ接木するように形態と配置を決めていった。単
体では奇抜に見える断片が、通りの喧騒を想像すると
不思議と馴染む。その感覚を都市の説得力にまで押し
上げた。　　　　　　　　　　　　　　 白須　寛規



　かつての集落や共同体では、農耕や生産活

動を通して生活が共有され、共助は日常の中

に自然に組み込まれていた。しかし産業社会

以降、自助と公助が中心となり、地域内での

共助の役割は縮小していった。一方、人口減

少や少子高齢化が進む現代では、自助・公助

の双方に限界が生じており、その間を補完す

る存在として共助の重要性が改めて高まって

いる。そのため、現代社会に即した新たな共

助のあり方を、暮らしの場から再構築する必

要がある。

　現代社会では、人間関係の希薄化が進む

中で、制度として共助の仕組みが整えられ

つつある一方、それを実効的に機能させる

ための基盤となる日常的なつながりが十分

に育まれていないことが課題である。そこ

で本研究では、住宅およびその周辺空間に

着目し、「可視化」や「共有化」といった空間・

建築的手法が、人と人とのつながりや場所

への愛着を育み、共助の関係性を誘発する

可能性について明らかにすることを目的と

する。

研究背景
　本計画敷地である阪急富田駅南側の住宅街は、歴史的建造

物が点在する一方、近年は新築住宅の増加や住民の入れ替わ

りにより、新旧住民が混在する地域となっている。また、区

画整理が十分に行われていないため、古い住宅と新しい住宅、

空地や高低差のある敷地が混在し、生活圏は近接しているも

のの、住民同士の関係性が希薄化しやすい環境である。さらに、

高齢化や単身世帯の増加、大規模災害時の対応を考えると、

日常の中で支え合える関係性を地域に内包することが求めら

れる。本計画は、この敷地特性を踏まえ、住まいやその周辺

空間を通して、暮らしの中に自然と共助が立ち上がる基盤を

探る。

 このような環境において、つながりと愛着が共助の基盤になると考えた。住民が住

まいや周囲の人に対して愛着を持つことで互いに関心を抱き、日常の中で小さなつな

がりが生まれていく。

 そこで本計画では、愛着とつながりを生み出す手法として「暮らしの可視化」を提

案する。ここでいう可視化とは、単に生活が見えることではなく、住人の気配や暮ら

し方が感じられ、想像できる状態を意味する。

 この可視化を実現するために「窓の共有化」という設計手法を採用し、窓を媒介と

して生活の一部を共有することで、日常の中に小さな接点を生み出し、つながりと愛

着が共助の基盤となる住宅群を目指す。

 加えて、各住居の辺を延長線上に伸ばし、屋内空間や、屋根を設けた。そうすることで、

住居同士のつながりが物理的に可視化され、そこに住む住民たちはつながりを感じる

ことができる。

 本提案は、制度や義務によって成立する共助ではなく、暮らしの可視化と窓の共有

化を通じて、日常の中から共助の基盤となるつながりと愛着を育む周辺環境を含んだ

住宅群を提示するものである。

①建物の型枠をとる ②型枠の線上に延長線を伸ばす ③囲われた部分を塗る

⇨

① ② ③ 

目的 計画敷地

提案

←
→

←
→

← ←
→

← →

←
→

← →

→

←
→

←

←

←
→

←
→

→

←

→

←
→

物置

書斎

洋室

洋室

��

冷
蔵
庫

←
→

→

←

←
→

←
→

→

→

→→→

→

→

←

→

→

→

← →

→

←
→

←
→

←
→

←
→

←
→

←
→

→→→

→

→

←
→

→
←

→

→

→

←

←
←

→

← →

→→

←

←
→

→

LDK

洋室

洋室

洋室

洋室

洋室 洋室

洋室

洋室

DK

トイレ

浴室

洗面室

納戸

納戸

書斎

洋室

洋室

洋室

洋室

洋室

洋室

洋室

トイレ

ベランダ

洋室

洋室

ベランダ

冷
蔵

庫

洗濯機

洗濯機

洗
濯

機

冷蔵庫

冷
蔵

庫

冷蔵庫

出窓1

棚窓3

反射する光7

窓辺の小さな畑2

スクリーンフェイス01

ボックスシート4

風景が絵画になる小窓5

外部とのつながり6

55°

境界

極小敷地に住宅が密集する環境

では、 隣家が近いためプライバ

シーが守りにくく、 採光不足や騒

音などの問題が起こることがある。

それらを解決するために、 トップ

ライトから光を導く方法がある。

　トップライトから自然光を得て、

白い壁により光が反射する。 反

射した柔らかな光は、 直射日光

と異なり眩しすぎないため、 書斎

や勉強部屋、 アトリエなど安定し

た光を必要としている場所に向い

ている。

この仕組みを利用させ、 ３階建て

の住戸から自然光を取り入れ、

隣家の１階へ光を導く。

棚窓を隣接する住宅と共有することで、 棚とし

ての機能を活かし、 収納物を両住戸で共有す

ることができれば、 日用品やちょっとした道具を

受け渡す小さな共有の場として活用できる。

そうすることで、 好きなものやハマっているもの

など、 お互い市ついて知ることができるきっか

けになる。

窓を人が通れず、 ものが受け渡しできるくらい

の、 極力小さな大きさにする。 そうすることで、

防犯面は解決する。

出窓の外側にベンチを設置する。 そうすると、

家事の合間に少し腰を掛けることで、 近隣の

人々と自然に会話が生まれたり、 休憩時にこ

のベンチを利用することで、 通りを行き交う人

や隣人との交流が日常の延長線上で生まれ

たりする。

さらに、 台所や窓際で作業をしている時、 す

ぐそばに人の気配が感じられると、 「自分ひと

りで生活をしている」 という孤立感から解放さ

れ、 「同じ時間を誰かと共有している」 という

意識を持つことができる。 その感覚は、 日々

の暮らしの中で見えにくい家事労働に対する

心理的な支えとなり、 生活をする中で、 心の

ゆとりや安心感を生み出す。

バルコニーを隣家と接するように設計

し、 接する開口部を大きく開ける。

ここでは両家や親戚、 地域の人たち

を招いて BBQ を楽しむこともできれ

ば、 日常的には洗濯物を干す場とし

ても活用できる。 そして、 どちらかが

外出している時に急な雨が降ってき

ても、 もう一方が気づいて取り込むと

いった助け合いも自然に生まれる。

　このようにして生まれるのは、 単な

る空間の共有ではなく、 暮らしそのも

のを共有できる場である。 食事や家

事といった日常の行為から、 住まい

は互いに支え合う関係を生み出し、

生活の豊かさや安心感を高めてい

く。

住宅街の外側に向けて、 窓を

設置した。 この窓は内側に引き

違いのガラス戸を設けており、

それに加えて外側にも同様のガ

ラス戸を設置している。

窓と窓の間に植物を置くことで、

内と外の両方からプランターに

アクセスすることが可能となり、

植物を外部 ・内部に関わらず、

双方で育て合うことができる。

　さらに、 時間の経過とともに変

化していく植物の成長を地域の

人が共有することで、 植物の成

長を媒介として、 自分たちの成

長の時間も共有できる。

ボックスシートの中を仕事部屋とすることで、仕事と生活が適度に交わる環境をつくることができる。

ガラス張りのボックスシートという半開放的な空間を書斎にすることで、 通常離れがちな生活の一

部でもある仕事を地域の人たちの暮らしの中にも溶け込める。

　外部からの視線や気配を感じながらも、 自分の作業に集中できるこの環境は、 完全な隔絶でも

なく、 完全な共有でもない中間的な位置づけである。 その結果、 働く時間も地域の人々や景色

と緩やかにつながり、 孤立感を軽減しつつも適度な距離を保つことができ、 暮らしの共有化がで

きる。

　住宅街に面している壁にいくつもの小さな小窓をくり抜くこと

で、 外の景色はただ眺める対象ではなく、 室内に取り込まれ

る一部となる。 それぞれの小窓は時間帯や天候、 季節によっ

てその表情を絶えず変化させる。

　このように、 外部の環境を生活空間の断片として取り込むこ

とで、 住まい手は日々の暮らしの中で 「外」 と 「内」 とを切

り離さずに感じることができる。 その結果、 外の出来事や自

然の変化を自分の生活の一部として共有しているような感覚に

陥り、 住まいが周囲の環境や地域とゆるやかにつながること

になる。

各住居の延長線上に屋内空間や、屋根を設けることで、住居同士のつながりが物理的に可視化され、つながりを感じることができる。

　鉄格子のフェンスは通常、 敷地内と敷地外を明確に分ける境界として機能する。 しかし、 そのフェンスを敷家並みの景観をよくすることは良い住環

境をつくるという観点から、 「家の窓」 から 「境界敷地の窓」 にまで解釈を広げてみる。

敷地内と敷地外を明確に分ける境界として通常、鉄格子のフェンスが使用されることが多い。 しかし、フェンスでなくても敷地内外を分けることはできる。

元々繋がっていた壁を切り離し、 上下左右に平行移動させる。 そうすることで、 視覚的 ・物理的には敷地内に入ることができるが、 心理的に考えた

ときに入ることは困難であると考える。

このことから、 ただ単にスクリーンフェイスというもので敷地内外を分けるのではなく、 物理的 ・心理的に分けることも可能である。

3階平面図　S = 1/2000

1階平面図　S = 1/2000

2階平面図　S = 1/2000

共助と共生 -暮らしの可視化と窓の共有化 -

現代において求められている共助とは、制度や仕組みに依存するだけでなく、日常的に互いの生活に少し踏み込

む関係性を通して、制度を補完し、実効性をもって機能するものであると考える。

本設計では、暮らしの可視化と共有化に着目し、窓を媒介とした建築・空間的手法によって住まい手同士のつな

がりが自然に生まれる住宅群を提案する。日常の中で生活の一部を共有することで愛着を育み、その延長として

共助が立ち上がる住環境を目指す。

松浦栞奈

大阪東部に位置するアクトランド八尾は、斜面地という特性を持ちながら、その地形的価
値が十分に活かされていない。一方で、近年は地域資源を生かしたワインづくりや、自然
と人の関係を再構築する屋外公共空間への関心が高まっている。特に斜面地は、日照・通
風・眺望といった環境ポテンシャルを内包し、農・食・滞在を複合させる場としての可能
性を有する。本研究は、アクトランド八尾の敷地を対象に、斜面地形とワイン文化を中心
として、自然体験と公共性が交わる新たな屋外公共施設のあり方を探ることを背景とし、
地域活性化を目指す。

1．研究背景・目的
大阪府八尾市恩智 中町 4 丁目 55　　
周囲は住宅地や商業施設、公共施設が混在する都市型エリア• 
敷地は比較的広く、イベントスペースや駐車場が確保されてい
て周辺には河川や緑地は少ないが、敷地自体は開放的で地域の
集会やレジャー利用に適している。 レジャー施設（遊具や休憩
スペースなど）• 学びや文化活動の拠点としての活用が想定され
ている。

2．敷地概要

3．コンセプト
建築を敷地に「置く」のではなく、斜面と一体化させて「地形化」することで、ワイナリーそのものをランドフォームとして
再構築することを目的とする。建物は地形の高低差に沿って段状に展開し、屋根や床、テラスはぶどう畑や既存の自然環境と
連続する歩行可能な地表となる。これにより、訪れる人は斜面を登り、巡り、滞在する中で、ワインの生産過程や土地の風土
を身体的に体験できる。生産機能と公共空間を分断するのではなく、視線や動線によって緩やかに重ね合わせることで、日常
的に立ち寄れる開かれた場を形成する。自然・建築・人の関係を再編し、風景として成熟していく公共的ワイナリーを提案する。

地形の再生

斜面を平坦に造成するのではなく、既存地形の勾配・谷筋を読み取り、それらを建築の構成要素と
して積極的に受け入れることで、土地固有の環境を守りながら新たな価値を生み出す。建物の配置
や高さを段状に調整し、本来の地形を残しつつ景観への圧迫感を軽減する。

建築物全体を斜面に添わせる形へ導くまでの工程

斜面地の特性を最大限活かすため、建築物全体を斜面に寄り添う形へと導いた。まず、敷
地の勾配・方向性・高低差を詳細に読み取り、地形に無理をかけず建物をどの方向に伸ば
すべきかを分析した。次に、日射条件・風の流れ・眺望軸を重ね合わせ、地形の傾きと建
築の主要なボリュームの方向を一致させる方針を設定した。地形の起伏がそのまま建築の
床レベルや屋根形状に反映され、建物全体が自然に斜面へと連続する形態へと収束してい
く。最終的に、斜面と建築が一体となって風景に溶け込み、光・風・眺望を取り込む必然
性のある形の構成が生まれた。
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斜面に寄り添うランドフォーム建築ーワインと自然が交わる場の提案

　
本研究は、アクトランド八尾の斜面地を読み取り、地形に寄り添う「ランドフォーム建築」によるワイナリー複

合施設の提案を行う。傾斜や日射、風の流れといった環境特性を空間構成に組み込み、段状のフロアや屋外テラ

スによって自然と連続した体験を生み出すことを目指した。また散策路や広場などの公共空間を建築と一体的に

計画し、ワイン・自然・人が緩やかに交わる新しい交流の場の創出を試みる。

田川泰地

4．提案
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共助と共生という今日的な課題に対し、「設計で何が
できるか」を問う姿勢が明確だ。既存住宅のプランを
読み取ることから始め、境界が生む欠点に気づいたと
ころで方針が立ち上がった。境界の奥行きを広げ、開
口の可能性を差し込むことで関係が生まれる余地を増
やしている。また屋外に屋根をかけて半屋外を押し広
げ、壁で切り取られないつながりを支える操作を行なっ
た。 繊細な部分の集積だが、 その積み重ねがかえっ
て汎用性を高めている。　　　　　　　　 白須 寛規

第 19 回卒業研究作品展ゲスト講評会（卒業設計部門）奨励賞



大阪東部に位置するアクトランド八尾は、斜面地という特性を持ちながら、その地形的価
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的に立ち寄れる開かれた場を形成する。自然・建築・人の関係を再編し、風景として成熟していく公共的ワイナリーを提案する。

地形の再生

斜面を平坦に造成するのではなく、既存地形の勾配・谷筋を読み取り、それらを建築の構成要素と
して積極的に受け入れることで、土地固有の環境を守りながら新たな価値を生み出す。建物の配置
や高さを段状に調整し、本来の地形を残しつつ景観への圧迫感を軽減する。

建築物全体を斜面に添わせる形へ導くまでの工程

斜面地の特性を最大限活かすため、建築物全体を斜面に寄り添う形へと導いた。まず、敷
地の勾配・方向性・高低差を詳細に読み取り、地形に無理をかけず建物をどの方向に伸ば
すべきかを分析した。次に、日射条件・風の流れ・眺望軸を重ね合わせ、地形の傾きと建
築の主要なボリュームの方向を一致させる方針を設定した。地形の起伏がそのまま建築の
床レベルや屋根形状に反映され、建物全体が自然に斜面へと連続する形態へと収束してい
く。最終的に、斜面と建築が一体となって風景に溶け込み、光・風・眺望を取り込む必然
性のある形の構成が生まれた。
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Department of Architecture Setsunan University 13

生駒山の裾野に広がる敷地周辺地域は枝豆や葡萄の
産地である。大阪平野の夜景が一望できるスポットも
あるが、ほとんど知られていない。そこで、既存の傾
斜地とみちを活かし、 葡萄畑とワイナリーを巡りなが
ら、 展望テラスに導く遊歩道と建築を提案した。ワイ
ンの製造が見学できるワイナリー、 緩やかなみちと随
所に配置した休憩スポット、 テラスからの美しい夜景
は誰もが楽しめ、この地に眠る魅力を引き出すであろ
う。　　　　　　　　　　　　　　　　 大谷 由紀子



あわいの建築～新しい市街地再開発の提案～

従来の再開発は、住宅・商業・業務を積層したり、独立的に配置することで、面的な連続性や回遊性を欠き、交

流や多様な活動が生まれにくい。枚方市光善寺駅周辺でも同様の計画が進み、広場や余白空間は十分に活用され

ず、地域の記憶である井戸の継承もなされていない。本計画では、単なる機能集積ではなく、人や用途、場、時

間が交差する４つの“あわい”をキーワードに都市に組み込み、偶発的な出会いと多様な活動を育む新しい市街

地再開発を提案する。

宮下 巧

人と人とのあわい

再開発では集合住宅や商業・業務施設を組み合わせ

ることで、多様な都市活動を一地域に集約すること

が期待されている。しかし従来の再開発は、機能を

単に積層した構成や敷地ごとに独立した建物配置が

多く、都市としての面的な連続性を欠いている。そ

の結果、歩行者の回遊性は乏しく、交流や活動の重

なりが生まれにくい。さらに用途の混在や人々の交

差、既存と新しい価値の共存といった都市の多様性

も十分に実現されず、空間は均質化している。

01. 研究背景 -従来の市街地再開発について - 03. 設計敷地概要 -光善寺駅周辺 -

02. 問題定義 -光善寺駅の市街地再開発について -
04. 計画概要 -新しい市街地再開発の提案 -

05. 提案 -あわいを創出 -

光善寺市街地再開発事業の敷地は、

国道 170号線と京阪電車の線路に

挟まれた場所に位置する。京阪電

車の開業以降、沿線に住宅地が形

成され、高度経済成長期には国道

整備により国道側にも市街地が広

がった。現在も細い生活道路や路

地が残る一方、住民の高齢化が進

んでいる。また建物の密集により

閉塞感のある空間となっている。

動線の交差 視線が繋がる 混在する用途 面的に繋がる 過去の継承 未来に繋がる変化する建築 繋げる建築

断面図　1/2000

一方向に流れる広場では多様性は生まれにくい。

複数の道が平面・立体的に交わることで人の動き

が交わりが重なり、偶然の出会いや交流が生じる。

用途と用途とのあわい 場と場とのあわい 過去と未来とのあわい

用途を単体で配置する都市では活動が限定され

る。住宅・商業・業務を混在させることで人の行

動や時間帯が交差し、多様な都市環境が生まれる。

京阪沿線と国道側の二つの住宅地は交通インフラ

により分断されている。本計画では国道と鉄道を

接続し、二つの住宅地の回遊性と交流を生む。

井戸や既存の道を活用し、光善寺の記憶を継承

する。歴史を基盤に用途が更新される、可変的

で面的な都市空間をつくる。

国道

京阪鉄道

敷地

国道 京阪鉄道

都市の広場

既存の道

既存の道

中央には仮設ステージを設け、音楽や地域行事など多様な活動を行う。駅

へと続く大階段は客席や居場所となる。「あわい」の空間こそ、緑や固定

ベンチだけに依らない都市の広場であると提案する。

大階段の下では、バスロータリーとして

活用し、交通面も面的に繋いだ。

多様性のある都市へ上に積層する都市

枚方市光善寺駅周辺では市街地再開発が進められているが、

建物は従来型のように積層・点在配置されている。駅前広場

も緑地やバスターミナルが設けられるのみで、滞在や交流の

場としての魅力に乏しい。さらに建物間の余白空間は活用さ

れず、発掘された井戸も継承されていないなど、地域の記憶

が断絶されている点が課題である。

都市は多様な人や建物が混在し、本来は出会いや文化が生まれる場で

あると考える。しかし従来の開発は用途分離と効率性を重視し、その

可能性を弱めてきた。そこで今計画ではあわいというキーワードを使

い提案する。あわいとは間にうまれる関係性のことであり、ここでは

間の空間ことをさす。広場や通り抜け空間などの「あわい」を設け、「人・

用途・場・時間」の間に生まれる関係性を重ね合わせ、光善寺駅周辺

の再開発に新たな都市像を提案する。

https://www.city.hirakata.osaka.jp/0000025451.html

大階段

デッキで水平に繋ぐ スロープで上下繋ぐ 既存の道から繋ぐ

https://www.hira2.jp/town/archives-50335415.html
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あわい広場

大階段

国道側
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鉄道側
住宅地

国道と鉄道を面的に繋ぐ 用途を混在させる

動線の交差

視線の交差
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あわいを創出し、
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都市にはオープンスペースが必要と言われている。京
阪沿線で現在進行中の駅前再開発計画に対して、 資
本主義世界での開発にないボリュームを落とした再開
発のあり方を問う意欲的な計画である。「あわい」と
いう言葉をキーワードに、「あわい広場」を中心にス
ロープ、ブリッジを設け、 既存の道の痕跡を活かし繋
げ、国道で分断された駅前までの道を繋げ、人と人、
人と物、 商業空間と住空間・職空間を繋げる複合計
画である。　　　　　　　　　　　　　  伊熊　昌治



佐藤帆純
現代の都市には、学校・職場・家庭など役割を前提とした場所が多く存在する一方で、特定の目的や立場を求

められずに「ただ居る」ことができる空間は少ない。そこで、高架下という通過を前提とした都市の余白空間

に着目し、壁柱の配置や間隔、視線や境界の操作によって、人との距離や関わり方を選択できる居場所を創出

する。用途や行為を固定しない連続的な空間操作を通して、日常の中で役割から一時的に解放される滞在のあ

り方を提案する。

近年、人が自分の居場所を自然に感じられない状況が生まれている。社会的なつながりの不足や

関係性の断片化が進む中で、日常の中に安心していられる空間をもてない人が増えている。また、

現代の生活は「目的」や「役割」を中心に構成されている。人は常に何かを果たすことを前提に

空間を行き来している。その一方で「自分らしく存在できる時間や場所」を確保しにくくなり、

居場所の欠如につながっていると考えられる。

居場所と感じるための 3つの要素

計画地は京都市伏見区に位置し、複数の鉄道路線や

名神高速道路が通る交通利便性の高い地域である。

住宅地や学校、商店街、公園などが近接し、日常的

な人の往来が多い一方、河川や丘陵地など自然環境

も残されている。

敷地周辺の高架下では、柱や壁により見通しが悪く

圧迫感があり、信号のない横断歩道によって歩行者

と車両が交錯する危険な状況が生じている。また、

駅周辺施設への動線も限定され、高架下は通過せざ

るを得ないが滞在しにくい場所となっている。

提案

敷地概要

設計プロセス 既存の壁の間に新しい壁とガラスを挿入する

都市の余白である高架下

本計画は、目的や役割を前提とせず、理由がなくても滞在できる「居場所」としての空間

をつくることを目的とする。「何かをしなければならない場所」ではなく「ここにいていい」

と感じられる状態を、建築によって成立させることを目指す。

役割や対馬から一時的に解放され、他者との関係性を自ら調整しながら過ごせる空間を通

して、日常の中に安心していられる居場所を創出する。
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大きなキッチンのある居場所

大階段のある居場所
歩道橋

洗濯機のある居場所

受付カウンター

一般書コーナー

児童書コーナー
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事務室

駅の横にある居場所
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畳のある居場所
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作品のある居場所
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男子トイレ
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駐車場
既存の建物 既存の建物
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閲覧コーナー

1400 1500 2000 2000

ローズビルの公開空地の公園とつな

げる。公開空地には屋根がないため、

屋根のある居場所として利用でき

る。

駅の側は元々駐輪場があり、人

が立ち止まれる場所ではなかっ

た。高架下の道路の側に小上が

りを設けている。

深草商店街の本町通りの側に少し高さ

のある縁側のような畳の段差が扉もな

く開かれているため、気軽に腰掛ける

ことができる。

カフェコーナーで、飲み物を飲み

ながら洗濯が終わるのを待つ、居

合わせた人と会話をする、などの

行為が発生する。

深草小学校の体育館の 1階にある公共空間である図

書館に手を加えた。壁では直接はつながっていない

が壁を同一の軸線上に配置することで視線が奥へと

抜け、空間が連続して感じられるようにした。

小学校の体育館の 1階が地域の

コミュニティライブラリー「深

草コミュニティプラザ」と歩道

橋でつなぎ、「本のある居場所」

を設置した。

既存の大きな壁柱を活かして絵など

の作品を飾ることができる。元々深

草中学校の生徒が描いた大きな絵が

はられている。壁と壁の間を回遊で

きる動線となっている。

高架下の東西方向に通り抜ける

空間に、商店街の惣菜を用いた

お弁当の販売開かれたキッチン

を配置する。

１ ２ ３

高速道路の柱 高速道路下の通路

深草小学校と高速道路 公開空地

人と人を分けない、境界をゆるめる通り過ぎるだけではない空間

天井が高い、低い空間

視線が下がる、上がる空間

ガラスによって仕切られている空間

① 高架の柱→壁柱 ② 新しい壁を配置する ③ ガラス

既存の高架の壁柱の 15

メートルのスパンの中に

人が滞在できる空間をつ

くり出す。壁柱をずらし

ながら反復的に配置する

ことで、大きな高速道路

の高架という構造体に人

の居場所をつくる。

壁柱の間に元の壁の厚さ

と同じ 200 ミリの壁を挿

入する。3000 ミリから

15000 ミリのさまざまな

長さの壁を平行にランダ

ムに挿入し、壁と壁の間

の間隔が多様な居場所を

つくり出す。

挿入した壁と元の壁の間

をガラスでつないだ凹凸

の空間。ガラスで閉じる

ことで空間に内と外が生

まれ、狭い少人数しか入

れない場所や広く大人数

でも使用することのでき

る場所ができる。

→ →

店舗

病院・薬局・福祉

教育

会社

公園

駅へ向かう動線

高架下を通過する動線

N

S＝1/20000

名神高速道路

ローズビルの公開空地

深草第三市営住宅
京都市立深草小学校

京都聖母学院中学・高等学校

京都市立深草中学校

京阪藤森駅

琵琶湖疎水

01 02

04 05

06

03

計画では、休憩所、ライブラリー、コインランドリー、イベントスペース、ギャラリー、キッ

チンといった複数の機能を配置する。ただし、それらは特定の立場や行為を利用者に強制す

るものではない。

明確な使い方を定めるのではなく、行為のきっかけとして存在し、利用者が自由に関わり方

を選ぶことができる。用途を持ちながらも、役割を固定しないことで、「訪れる人 /迎える人」

といった関係性を生まれにくくし、誰もが対等に滞在できる場を目指す。

大階段のある居場所1 －1 駅の横にある居場所－21

畳のある居場所2

大きなキッチンのある居場所3

洗濯機のある居場所4 本のある居場所－15

「深草コミュニティプラザ」　
間のある居場所

－25

作品のある居場所6

日常の人の動きが
あらわれる

役割、境界を固定
しない

人との距離感を自由
に選択できる

N

深草商店街

大階段のある居場所 畳のある居場所

　

間のある居場所 作品のある居場所

1 階平面図兼配置図　S＝1/2500
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居場所のない子供たちという問題意識から出発した
が、結果的に年齢を限定しない居場所へと定着してい
る。「用途を決めない場」を成立させることに苦労し、
何度もやり直していたことが設計の密度を高め、空間
の説得力に直結している。 都市の中で使われていな
い高架下を選び、 そこにある 200mm 厚の壁柱を増
幅させるような手法が鮮やかだった。小さな居場所を
連続させながら、高架で分断された都市構造に一石を
投じる提案になっている。　　　　　　　白須　寛規

日本建築学会 第 67 回全国大学・高専卒業設計展示会 本学建築学科代表出展作品　　第 19 回卒業研究作品展ゲスト講評会（卒業設計部門）奨励賞



概要 この最後の設計演習では、スタジオ制を採用し、担当建築家の
指導のもと建築の考え方や設計プロセスを学ぶ。特徴は、「何を解決
するか」「何を作るか」を自ら設定する点で、卒業設計と同じ枠組み
で取り組む。敷地は提示される１５の敷地候補から各自が選定し、ス
タジオ内で情報を共有。敷地の特性や課題、建築の方向性について積
極的に議論を重ね、半期をかけて一つの建築としてまとめ上げる。設
計の意図や課題へのアプローチを明確にし、独自の視点を反映した提
案を目指すことが求められる。

世界を編み直す建築
境界からひらく可能性

課題

Exercises in Architectural Design B

建 築 設 計 演 習 B

3年生後期

｜STAFF｜

　

　Hironori SHIRASU

　

　Tatsuhito ONO

　Norihito TAKEDA

　Yosuke NISHII

　Minori NISHIKURA

｜担当教員｜
　専任
　白須寛規
　非常勤講師
　小野龍人
　武田憲人
　西井洋介
　西倉美祝

Design Works 2025-202616
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歴史とともに
包み込む
～人に寄り添い
　広げる地域拠点～

内田　章太朗

飛来が編む
都市の緑と蜂舎
～ポリネーションを促し、
　人が入り込む層状蜂建築～

山本　龍之介

地域の歴史を観光資源とし
て活かしつつ、 住民の日常
生活の場にもなることを目指
した計画。 開放的な大屋根
が、 外部から訪れる人々と
日々利用する地元の人々を
ともに迎え入れるための空
間をうまく表現している。そ
の大屋根を貫く複数のガラ
スボリュームが外部の光を導
き、 人々のコミュニケーショ
ンの場を明るく照らしてい
る。 山並みに合わせた大屋
根のシルエットと、 そこから
突き出したガラスチューブの
対比が特徴的で、この施設
が内包する空間のバランス
をよく表している。

小野　龍人

蜂の養蜂空間という設定を、
リアリティをもって可能な限
り都市的に拡張し、 建築と
してまとめた力作。ランドス
ケープを建築空間として扱
うことで、 土木的な力強さ
と光や土といった自然の柔ら
かさを併せ持った建築として
魅力的な印象を与えている。
蜂のためのインフラが、 人
間の目にどのように感じられ
るかということを、想像力を
もって取り組み、 建築の表
現に落とし込むことができて
おり、 設定から表現への道
筋がはっきりと感じられる。

小野　龍人
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帰る、その手前。
～帰路に
　介入する行為の建築～

梅原　聖大

駅前の広場にて、 グランド
レベルのオープンスペース
と上部の商業施設を設計し
た提案。 帰宅する人たちの
細やかな行動パターンをリ
サーチにて大量に収集し、
滞 留と移 動 の 間 には 実 は
様々なモードが存在すること
を発見。設計者はそれを「帰
ることの奥深さ」と表現し、
杓子定規に滞留 or 移動の
二項対立とならないような細
やかなデザインを、 林立す
る柱とシェード、 地面の舗
装、柱周りの什器にて実現。
人の行動のビオトープのよう
な設計案である。

西倉　美祝

CHARIWAY
～自転車の
　動員と再動員～

市川　凛平

自転車道と建築をセットで設
計することで、 周辺エリア
のモビリティを抜本的に変化
させる案。自転車利用者が
多い一方、 川に並行して伸
びる上下 2 本の道を自転車
で行き来できないという敷
地周辺の問題点に着目し、
敷 地 内 で 上 下 2 本 の 道を
自転車用のスロープで繋い
だ。 スロープは川に直交し
て建つ何枚もの壁を貫いて
おり、 壁の上に雲のように
浮かぶスラブ ( 上に商業施
設 ) の下を、 風景のページ
をめくるように、自転車が抜
けていく。

西倉　美祝
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アーカイブス
コンテクストを読み解き、
コミュニティーの場を形成する

木場　俊輔

はちまん湯煙物語
森田　楓人

枚方市駅北西側のすでに旧
街道沿いらしい伝統的な街
並みが失われている場所を
敷地とするアーカイブ施設
の提案である。 旧街道に向
けて分節された平入の切妻
屋根の連続でファサードを
形成し、 既存の歴史資料館
とは違った形で地域の歴史
を繋いでいく計画となってい
る。 旧街道が裏通りとなっ
ている現状にむけて再び人
の往来が回復することを期
待しながら同時に、 旧街道
と反対の隣地境界側に新た
な「裏通り」 となる空地を
デザインしている。 再開発
されていく周辺に先行して
空地を計画することで、 隣
地も含めた周辺の未来に働
きかけている射程の広い作
品である。

武田　憲人

京阪八幡市駅に並行する細
長い空地が敷地である。 八
幡宮を祭る男山と三川合流
の水辺の景色に挟まれた場
所に対し、ベッドタウンであ
る地域の現状を踏まえ駅利
用者が気軽に立ち寄れる温
浴施設を中心とした複合施
設を提案している。 隣地側
駅舎に対しメインのボリュー
ムを持ち上げることで施設
内からの南北の視線の抜け
を確保し、 同時に露天風呂
のプライバシーを確保して
いる。 特徴的な屋根形状を
持ち背景の山並みとの調和
も保ちながらエリアのランド
マークとして印象付けられる
建築となった。 密度の高い
手書き図面とスケールの大
きな模型によるプレゼンテー
ションも高く評価された。

武田　憲人
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MUSIC ROAD
～音楽が紡ぐ
　再びにぎわう街道～

後藤　桜希

憩いの再生
髙橋　桜子

京街道の宿場町 枚方宿の
中心地、 宗左の辻に接する
敷地において、かすかに残
る歴史的コンテクストを手が
かりに、 現代の街道を再編
し、 音楽と地域活動による
文化拠点を構想した提案で
ある。 敷地内へ京街道を引
き込み、 周辺の小路と接続
し、 毛細血管のように広が
る立体的な街道を形成。 そ
の動線上に音楽に関わるプ
ログラムを配置し、 街路と
建築内部空間を連続的に編
み上げている。 立体街路を
行き交う人々の活動が具体
的に想像できる点が本提案
の魅力である。
空間構想の強度に対して、
まちの活気をより明確に伝え
る表現へと深化することを
期待したい。

西井　洋介

地域の多世代の日常的な営
みを受け止めることで、 商
店街に持続的な滞留と活動
を生み出そうとする提案で
ある。シェアキッチンやコイ
ンランドリー、 放課後デイ
サービス、 駄菓子屋といっ
た身近な機能を、 縁側や路
地、ピロティといった半屋
外空間によって編み合わせ、
既存商店街のみならず南東
側の守居神社へと関係性を
拡張している。 木造軸組と
ガラスによる軽やかな構成
は、 内部の活動と周辺の営
みを重ね合わせ、 新たな都
市の風景を生み出している。
定石的な提案であるが、 思
考を着実に積み重ね、 建築
として丁寧に結実させた点
を高く評価したい。 周辺環
境との関係に関して、より
深い思考と表現を期待した
い。

西井　洋介
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路地を長くする建築
～この街には
　既に居場所がある～

佐藤　直哉

呼応する竹
立花　遥香

古くからの商店街を「人の
居場所がある場」 と捉え、
シャッターを衰退の象徴では
なく、 そこに生まれる独特
の居方の可能性として読み
替えた点が秀逸である。 既
存の意匠を反復し境界を曖
昧化することで、店舗とアー
ケード双方からの滲み出しを
促している。 単純な活性化
ではない未来像を示し、 少
子高齢化社会へと問いを返
す意欲的な提案となってい
る。1/30 模型では人物姿
勢や小物のリアリティから鋭
い観察眼がうかがえる。

白須　寛規

対象地域の調査で見いだし
た魅力を起点に、 そこから
広がる活動を明確に構想で
きている点が評 価できる。
圧倒的なスタディの量を背
景に、 想定した各場面を丁
寧にかたちへ落とし込んで
いる。 その積み重ねが形態
の豊かさとして現れ つつ、
動線は流れるように自然で
ある。 会話の気配まで感じ
られるほど場面が緻密に描
かれており、 線路沿いの施
設として周辺に溶け込んで
いる。 日常の延長として使
われる姿を、 朗らかな活気
とともに示した。

白須　寛規



Exercises in Architectural Design A

建 築 設 計 演 習 A

概要 いま「教育」には大きな変化が起きている。だが、 その方向は一
様ではない。その社会背景を課題の出発点とし、課題前半では、 自身
が通っていた学校の記憶、地域で気になる風景などに対して環境行動
学的なワークに取り組み、 グループでの分析を通じて、目指すべき学
校像を示す。課題後半では、グループで示した学校像を実現する学校
空間を個人で計画する。敷地は枚方市の高台に位置し、20m 以上の
高低差を有する。 既存の空間の分析から導き出したイメージを再構築
し、建築（実態）として提案する課題である。

学校の再構築
課題

3年生前期

｜STAFF｜

　

　Kenji KOBAYASHI

　

　Toyokazu HOJO

　Kazuya MIZUKAMI

　Asashi YADA

　Naoyuki YAMAGUCHI

｜担当教員｜
　専任
　小林健治
　非常勤講師
　北條豊和
　水上和哉
　矢田朝士
　山口尚之

Design Works 2025-202622
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しがらみの間合い
木場　俊輔

連鎖
居場所とのつながりを
再構築

立花　遥香

本計画は異なる複数の領域
を設定し、 その 「間」をど
のように生み出すのかとい
う点について、 その操作を
仮説・実証するという、 い
わば空間実験にトライしたよ
うな作品である。 街区の軸
線を意識し、 鳥瞰的に河岸
段丘端部の敷地特性を活か
し、 外観的にも内部の空間
的可能性を滲ませている。
屋根レベルを基準として架
構がねじれる考え方は層が
増えるごとに調整事項が累
進的に増大するが、 それに
より生まれ来る空間的豊か
さを信じ敢えてチャレンジし
続けたことが大変素晴らし
い。 今後の設計者人生もこ
のような姿勢で建築に邁進
してもらいたい。

北條　豊和

教育や社会が抱える課題に
対して 「居場所」をテーマ
に掲げ、 学校を再構築する
提案である。 教室（１学年
３クラス）をユニットとし、
角度を変えながら囲み配置
することで、 空間に適度な
抜けを確保し、 心地よいス
ケール感をもつ空間を計画
している。 計画全体として
は、 平面的な検討に終始し
ている印象が強く、 高さ方
向、 特に開口部のデザイン
に関しては検討の余地が感
じられるものの、 紙面と模
型から設計者の真剣さが伝
わってくる力作である。

小林　健治
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いきどまりのない
学校
岡本　万生

体育館を中心に据え周りに
諸室を円環状に配し一つの
群造形としてまとめあげてい
る。 それはいわば中心に教
会と広場をもつイタリアの中
世の小さな街のようだ。 広
場として開放された体育館
はそこで生まれる様々なア
クティビティを想起させ、 学
年ごとに設けられた中庭や
変化に富む廊下が、 街の小
さな広場や豊かな街路のご
とく多様な居場所を補完し
ている。 一方で斜面利用の
空間的提案も設けられるも
のの、 周辺との関係が希薄
に感じる。

山口　尚之

体験を巡る
佐藤　直哉

「児童の体験の再構築」 を
コンセプトとし、空間の能動
性と受動性というテーマに
取り組んだ、 意欲的な提案
である。 中央の 「能動的な
空間」 は多方向のつながり
や回遊性を意識して六角形
を採用し、 外側の 「受動的
な空間」 はあえて従来型の
画一的な教室配置を採用す
ることで、 その双方の空間
により、 豊かな体験を生み
出すことが意図されている。
2 つの異なる空間の 「間」
がもう少し丁寧にデザインさ
れていると、 尚魅力的な提
案になったと思われる。 大
変興味深いテーマであり、
ぜひ今後の設計課題におい
ても今回の学びを活かして
頂きたい。

水上　和哉
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DELTA
山本　龍之介

三角形の構造優位性、 熱環
境への提案に果敢に挑み、
それらが意匠的なネックにな
ることなく、 優れた空間に
昇華させている多方面に考
え抜かれた秀作。斜面利用
が難しい敷地の回答として
南側配置をとりながら、 端
部は 1 層に抑え、 体育館を
一体化するなど、 低層の住
宅地が広がる斜面下からの
景観配慮の意図を感じる。
北側からの穏やかな光を取
入れようとしているが、北側
の WC コアが内外のつなが
りを限定さていることに疑問
が残る。

山口　尚之

思考の学び舎
読む 動く 疑う 遊ぶ 
気づく 学ぶ

森田　楓人

大きな敷地いっぱいに広げ
られたロの字型の校舎の計
画である。 平面は一部敷地
形状に合わせて変形し、 屋
根（屋上）は緩やかな起伏
を持ち、 それらのカタチが、
小学校に相応しい 「おおら
かなランドスケープ」として
感じられ、ボリューム操作が
秀逸である。 校舎外側の小
さなランドスケープや、 諸
室周りの小さな空間づくりに
注力できると、 さらに魅力
的な計画になったと思われ
る。 大きな視点と小さな視
点の双方を大切にして、 今
後の設計課題にもぜひ意欲
的に取り組んで頂きたい。

水上　和哉
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はみだして、
なじむ。
山本　和香奈

学びの起こり
～原体験が生み成す
　新たな形様～

梅原　聖大

「教室と廊下」「屋内と屋
外」 という対立軸を掲げ、
学校の再構築に取り組んだ
提案である。 教室群で建物
全体を囲みながら、 上下階
の外壁線とスラブ端を一致
させないことで、 教室と廊
下、 屋内と屋外の境界があ
いまいな空間をつくりだして
いることが模型でよく表現さ
れている。 その一方、L 型
に向かい合う教室（１学年２
クラス） の間をオープンス
ペースを筆頭に、 図面表現
からは提案内容が表現され
ていない点が残念である。
図面表現に対するこだわり
と敷地全体や周辺に対する
提案を今後期待したい。

小林　健治

「学校の再構築」 に対して
建築空間の体験による解を
設定し、 切妻屋根とその下
に分節配置された建物によ
りリズム感と変化のある多
様な場所が用意されている。
建築そのものが持つ可能性
を追求し子供達に楽しさを
提供しようとする姿勢に好感
が持てる。 ただし、 建物群
が整然と配置された建築の
集合体のみで完結している
空間構成は体験空間として
の広がりが少なく勿体無い。
また、 建物と斜面との関係
性がなく、 平地を分断する
配置計画は再考すべきであ
ろう。

矢田　朝士
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凹凸
～小学校の再構築～

内田　章太朗

とても楽しい空間の計画で
ある。 空間構成において、
平面・断面双方の凹凸によっ
て空間にリズムと変化をつく
りだし、従来の「建物」と「外
構」 の別々になりがちな風
景に一体感をもたらしてい
る。 校舎のコの字型配置と
観客席として使えるグラウン
ドがランドスケープとして上
手く計画され、 正門側との
関係性においても素晴らし
い。ただ、 教室周りの計画
が雑であること、 斜面地へ
飛び出した建物が計画との
整合がないこと、グラウンド
からの眺望があまり考慮され
なかったことが残念である。

矢田　朝士

Bubble school
藤井　晴樹

建築の再構築は終わりなくま
たその形も変化していくとい
う着目点で 「泡」 をイメー
ジしたが、 エスキースが進
むにつれスタディの難易度
が高まっていく現象に本人も
驚いたことであろう。リサー
チを徹底的に行うなどその
プロセスに目を見張るものが
あるが、 最も評価すべきは
エスキースに臨む姿勢であ
る。小学校として動線やゾー
ニングの基本を押さえた上
で、 断面検討を入念に行っ
たことがその空間に表れて
いる。 建物計画に注力する
あまり敷地全体を一体的に
建築し切れなかった点がや
や残念であるが、 仮に奨励
賞があるならば本作品にそ
れを与えたい。

北條　豊和



概要 特徴的な常設展示品にふさわしい展示空間を提案し、加えてイ
ベントを行う企画展示、および市民のワークショップや作品発表の場
をあわせもつ美術館を提案する課題である。
敷地の特徴を踏まえつつ、市民が気軽に、そして身近にアートや美術
に触れ合い、楽しむことができる「アートパーク」を計画する。美術
館内の展示空間はもちろんのこと、市民にとって魅力的な屋内外のパ
ブリックスペース（都市の公共空間）のあり方が問われる。

まちの美術館
吹き抜けのある市民のためのアートパーク

概要 市民に開かれた公共施設としての図書館のあり方を再考し、そ
こに包摂される多様なアクティビティにふさわしい空間および家具を
提案する課題である。寝屋川市駅から続く大通りと公園に挟まれた、
多くの人々の往来・滞在が見込まれる敷地に、市民が気軽に立ち寄り、
心地よく過ごす複合公共施設「コミュニティ・ライブラリー」を計画
する。さまざまな目的で幅広い年齢層の市民が訪れる、本が並んでい
る「だけ」の場所ではない、市民に開かれた屋内外のパブリックスペー
ス（都市の公共空間）の創造を目指す。

ピロティとテラスのあるコミュニティ・ライブラリー

第２課題

第１課題

2年生後期

Exercises in Architectural Planning and Drawing B

建 築 設 計 製 図 B

｜STAFF｜

　

　Akihiro KASHIMA

　Kenji KOBAYASHI

　

　Kenji IDO

　Taisei KISHI

　Shinri KISHISHITA

　Yuichi TOMITA

　Kei FUJITA

　Kanako MONMA

　Taku YOSHIKAWA

｜担当教員｜
　専任
　加嶋章博
　小林健治
　非常勤講師
　井戸健治
　貴志泰正
　岸下真理
　富田祐一
　藤田慶
　門間香奈子
　好川拓

Design Works 2025-202628
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五段テラス美術館
中田　隼登

Built Through
伊藤　真衣

当作品は地下を深く掘り下
げ、 建築ヴォリュームの半
分近くを地中に配置し、 地
上階の建築ヴォリュームの 1
～ 2 階部分を 4 層に分節し
4 階建てに見せるとともに、
階段状にセットバックするこ
とで、 景観配慮が重要な中
之島の敷地に対して、 建築
ヴォリュームの低減に効果を
発揮している。 屋上は市民
に開かれた階段状の広場と
なっており、 建築全体が市
民のアートパークとしての機
能も併せ持つ設えは好感が
持てる。 建築計画の巧みさ
と伴に、 図面も丁寧に書き
込まれており、 完成度の高
い作品となっている。

富田　祐一

着想の段階では実際に利用
できる空間とするためには
課題が多かったが、 それを
毎週の地道な努力の積み重
ねで着実にクリアしていった
ことを高く評価したい。
インパクトのあるキャッチー
な外観は視覚的な効果のみ
ならず、ボリュームを貫く孔
のなかに多様で魅力的な空
間を作り出し、 敷地の南北
を繋げることに成功してい
る。
すでに備えている自身が設
計したいものを実現する意
志の強さに、 今後その場所
にふさわしい建築をより深く
読み取る力が加われば、さ
らに素晴らしい設計者にな
れると思う。

貴志　泰正
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The Open-
Ended Museum
―非完結な美術館―

久保　心音

DAILY ART
阪野　妃菜

様 々 な 大きさの 箱を 敷 地
いっぱいにランダムに配置
し、 それらを曲線状のガラ
スヴォリュームで繋いだ計画
である。ガラス張り、フレー
ム構成、ホワイトキューブな
ど箱の性格は多様で、 交差
する構成も見られるが、 乱
雑になりがちな要素を意外
にも端正にまとめており好感
が持てる。 曲線的な動線に
沿って移動することで、 各
オブジェクトに出入りしなが
ら内外が交互に立ち現れ、
多様な空間体験を生み出す
魅力的な提案となっている。

井戸　健治

敷地に対して 45 度傾けた
グリッド上に平 面を雁 行さ
せ、 各階をずらして重ねた
案。 雁行した平面構成は、
各所に多様な表情をもたらし
ながら、 内外に溜まりの空
間を生みだし、ポケットパー
クやテラス、 アプローチ空
間等、 市民の居場所や美術
鑑賞にふさわしいスケール
の場を提供している。 内部
空間は、 シークエンスを感
じながら展示を巡る魅力を
持っている。 それを活かし
た内部の設計や構造計画の
検討ができると、さらに良い
提案となると考えられる。

門間　香奈子
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CLASSICA  
クラシカ
土田　花野子

水景にひらく
中村　綾乃

時を越えて価値が認められ、
多くの人々に永く愛される建
築となることを目指した計画
であり、 その表現方法とし
て、ラテン語のタイトルが示
す 「古典的な」 雰囲気 ( あ
くまでも雰囲気であり様式
ではない ) のファサードで四
周を包んでいる。 そのシン
プルな外観とは対照的に、
内部空間には少し傾いた大
きな曲面の壁が建ち上がる
吹き抜けが存在し、 その壁
を中心とした楽しく、そして
豊かな空間が設えられてい
る。「時間」 を意識した本
計画は、 歴史を積み重ねて
きた場所に建つ美術館に相
応しい良案である。

岸下　真理

細長い敷地に沿って、 水面
をモチーフにしたゆらぎを
持つボリュームを木製ルー
バーで包み込んだ提案。そ
の外観は、 十分な図面表現
も相俟って、 みる人を惹き
つけ、 水都大阪の記憶につ
ながるだろう。エントランス
を２階に配置することで、ア
プローチする際に水辺を感
じる計画もできている。 木
製ルーバーによる木陰が屋
上庭園（アートパーク）の
心 地よさを演 出している。
木製ルーバーに構造的な意
味合いや周辺との関係など
の意味を付加できるとより説
得力が増した提案となっただ
ろう。

小林　健治
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波に入る
波江　七海

The Following
Sequence
―流動する繋がり―

森行　珠紀

波打つような外壁がずれながら三層に
重なることで、ピロティやテラスが生
まれ、内外に多くの居場所をつくり出
す建築です。円弧を継ぎ合わせるこ
とで生まれる連続と切断のリズムは、
流れや溜まり、 意識の引っかかりと
いった感覚を来訪者に与えており、こ
の案の大きな魅力となっています。
内部に円弧状の吹き抜けを設け、空
間にリズムを与えている点も評価でき
ますが、直線的なスロープを用いず、
ファサード全体を泡（波）のような形
態としていれば、中央の吹き抜けに
頼らず成立した可能性も考えられま
す。また本案では内部空間の提示が
重要であり、内観パースや動画、模
型写真があれば、提案の説得力はさ
らに高まることでしょう。
外部環境への接続を含め動線計画に
は検討の余地があるものの、スタディ
模型を用いた丁寧な検討や、平面・
断面ともに波形の屋根を作り切った
点、図面表現や文章から、建築をよ
り良くするために時間をかけた姿勢が
強く伝わってくる力作で、素晴らしい
案だと思います。

藤田　慶

建物全体を家屋をイメージ
した 4 つのボリュームに分
節した案。 建物の両端に展
示室を配し来館者はその間
を行き来することで多様な
体験ができる計画となってい
る。 やや力技ではあるが動
線計画の決定的な破綻は回
避できており、 建物内での
来館者の動線が建物外観の
佇まいに現れているところが
魅力的である。2 階に設け
られた屋外展示や屋上の中
庭を囲むガラスの回廊など
アートパーク的な要素も押さ
え、まとまりある計画となっ
ている。

好川　拓
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Library of
Gentle Loops
伊藤　真衣

LOOP
呉　世根

円は自己完結した強い形で
ある。その円を離し、ずらし、
重ねることで、強さを保ちな
がらも多中心で周囲に開か
れた建築の提案に成功して
いる。1 階平面図では、 外
構のテラスや階段、植栽を、
同じ円のモチーフで等価に
扱い、 敷地全体を設計する
ことで、 街との境界を魅力
的なものにしている。また、
内部空間においても円を活
かしたいくつかの提案がなさ
れており、 毎週のエスキス
に真摯に取り組み、 難易度
の高い設計に果敢に挑戦し
た秀作である。

門間　香奈子

シンプルな箱型ボリュームの
中心に縦動線 ( 階段とエレ
ベーター ) を抱き込んだ円筒
空間が据えられており、 そ
の空間が１階の水盤のある
ピロティーや各階のテラスと
内部空間を繋ぐ役割を果た
している。 円形を用いたプ
ランニングや、レベル差を
用いた３階・４階の断面構成
も巧みであり、 内外共に立
体的で豊かな空間が計画さ
れた良案である。 少し内向
きな建築に見えるので、 周
辺環境との関係性にも想い
を巡らせると、より良い建築
になるのではないだろうか。

岸下　真理
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Layer Shift
川端　晃生

COMMUNITY
LAYERS
久保　心音

タイトルの“Layer Shift”
は、3D プリントの世界では
否定的な意味で用いられる
不具合のようだが、レイヤー
のズレを肯定的に捉え、 各
レイヤー（階）で全く異な
る平面計画が、 変化のある
外観と多様な空間体験を生
み出すことに成功している
秀作である。
強いて言えば、 外観の全体
像が大きなボリュームに見え
なくもないため、 開口部の
設け方や素材の切り替え方
などで、 動きのある軽やか
な内部空間が外部にもより
表れる工夫ができれば、さ
らに優れた計画になるように
思われる。

貴志　泰正

当作品は建築ヴォリュームを
大きく 3 棟に分け、 平行に
並べて屋根の高さを変化さ
せることで、 建築ヴォリュー
ムの抑制を行い、 低層建築
の多い周辺環境への影響を
低減させている。プランニ
ングにおいてもこの形態を
活かした計画を行っており、
個性的な建築形態と合わせ
ることに成功している。 改
善点としては、 当初の外観
デザインは大地がめくり上が
るイメージの案であったが、
プランを納める段階でその
デザインが希薄になってし
まっている。 今後は外観デ
ザインとプランニングとの整
合性に留意した設計を意識
してもらうことで、より良い
作品ができると考えます。

富田　祐一
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まちのリビング
中村　綾乃

Block Book
～まちに開く読書テラス～

波江　七海

各々にキャラクターを持つ
多数のキューブを多方向に
積み上げた明快な構成が潔
い。 平面図からは、 キュー
ブのズレによって生まれた
小さなピロティやテラスに居
場所が確保されていること
が読み取れる。 各キューブ
に設けられた窓は、 大きさ・
形状ともに施設的というより
住宅のアイコン的な窓となっ
ており、 内部空間のアット
ホームな雰囲気形成に寄与
している。 本棚やデスクと
いった家具も、 場所ごとに
一つずつ異なる形状が考え
られている点が素晴らしい。
階高や天井高さなど断面的
なアイデアの追加や、リビ
ングのように人々が過ごす
様子や風景をパースで示す
ことで、 さらに説得力のあ
る案になると思うが、総じて
デザイン密度と完成度の高
い作品である。

藤田　慶

各諸室が明快に整理された
うえで、 それらが水平・垂
直に連 続した構 成を取り、
テラスやピロティと隣接する
ことで、 どこにいても開放
性を感じられる。 近隣環境
を丁寧に読み取り、 街に開
かれた公共性の高い空間が
形成されている。 家具配置
による緩急のある場所が塩
梅よく用意されており、 用
途に応じた距離感が保たれ
ている。 図面・模型表現も
ある。 今後は象徴的な場や
吹き抜けに代表される立体
的広がりが加われば、 空間
体験にさらなる奥行きが生ま
れるだろう。 

加嶋　章博



Design Works 2025-202636

つながる
ライブラリー
～ピロティとテラスのある
　コミュニティーライブラリー～

根本　樹

内に開かれた箱
光と通りが貫く、
秩序の中の開放

野村　優奈

公園に面した 2 階の屋外テ
ラスが魅力的な提案。ピロ
ティから大階段でテラスにア
プローチする上下移動を含
んだ回遊性や、ピロティか
ら公園への視線を確保しな
がらロビー空間によって一旦
切り離すことで生まれる内外
を巡る回遊性など、 シンプ
ルな形態操作で様々な空間
体験が生み出されている良
案。 図書館としての計画も
無理なく解けているが、 家
具による空間の作り方にはも
う少し工夫の余地があると
思うので今後の課題として
欲しい。

好川　拓

3 × 3 × 3 のグリッドを基本
とした空間構成により、 中
央の天窓からの自然光が吹
き抜けを介して各スペース
に行き渡り、 同時に視線の
抜けも確保され、 内部空間
に一体感と広がりをもたら
している。 吹き抜けの配置
も、1 ～ 2 階では南北軸線
上の中央、2 ～ 3 階では対
角線上の両角と変化があり、
テラスも公園側や南東側に
設けられている。シンプル
な直方体から出発しながら、
立体迷路のような構成によっ
て魅力的な空間が実現され
ている。

井戸　健治



概要 摂南大学寝屋川キャンパスは校舎側から横断歩道を渡ると、ス
タジアム、コンビニ、緑地、バス停、駐車場が整備され、Campus
Open 計画として学生・教職員・地域住民の学びや交流を促す場づく
りが推進されている。本課題はその一環として、バス停やコンビニに
隣接する敷地に、地域に開かれた摂南大学ビジターセンターを計画し、
通り抜けできる動線を設けることとする。学生、教職員ならびに地域
住民にとってのコモンズとなる建築および屋外空間の提案を目指すも
のである。

概要 働く空間はデスクが並ぶ画一的な空間から，ワーカーたちがパ
フォーマンスを上げ、気持ちよく働く空間が求められている．本課題
は大阪都心の中之島に建築設計事務所のオフィス（自社ビル）を計画
する。敷地南側には遊歩道、大川、中之島公園、北浜オフィス街があり、
抜群の立地を活かすと同時に、4 階建ての上下のつながり、家具レイ
アウトに意識して、所員のコミュニケーションを促進する計画とする。
また、エントランスはまちに開かれた心地よいスペースとし、創造性
を高めるオフィス空間の提案を目指す。

SU Visitor Center
通り抜けのできるキャンパス

中之島公園を臨むワークプレイス

第２課題

第１課題

2年生前期

Exercises in Architectural Planning and Drawing A

建 築 設 計 製 図 A

｜STAFF｜

　Yukiko OTANI

　Akihiro KASHIMA

　Jun IZUE

　Tomotaka KYO

　Satoshi TODA

　Shinya FURUKAWA

　Kenta HORI

　Tadakatsu MORIYUKI

　Taku YOSHIKAWA

｜担当教員｜
　専任
　大谷由紀子
　加嶋章博
　非常勤講師
　出江潤
　京智健
　戸田智
　古川晋也
　堀賢太
　守行忠勝
　好川拓
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LINK
中村　和希

同じプロポーションで機能
の異なる 3 つの棟を、 正三
角形を描くように屋根を重ね
ながら配置した案。この構
成により、 受け流すような
ファサードと、 隙間から受け
入れる形をつくると同時に、
大学と地域が重なる所に相
応しい象徴性を持たせるこ
とに成功している。
内部空間同士の繋がり方や
外 部 空 間の滞 留 性 への設
え、 内外の繋がりなどに課
題はあるが、 都市に対して
奥行きを持って対峙すること
の有用性を感じる良作であ
る。

古川　晋也

円縁 ーえんえんー

波江　七海

様々な大きさや高さの円柱
を平面的・断面的に重ねて
多様な空間をつくるという構
想やそれらの空間を繋ぐ経
路となるスロープの計画な
ど意欲的なアイデアを建築
としてまとめ上げた力量は
評価に値すると思います。
一方出来上がった空間をよ
く見ると曲線と無縁の部屋
割りであったり高さの差異が
小さかったりとアイデアの可
能性を活かしきれていない
所も見られました。
円や曲線が生み出す空間の
特性をより深く探れていれば
もっと良い作品になったので
はないかと思います。

戸田　智
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学びの遊び場
中村　綾乃

斜めに架かる
緑がのぼる屋根
伊藤　真衣

「多重の円」を用いることで
生まれる、 通り抜けを意識
した全周への正面性と、 多
層性を地域と大学の重なり
の場に生かした案。 配置に
は、s 大通りからの直行軸
を用いることで大学への正
面性を弱め、 都市との繋が
りをより意識させている。ま
た、 揺らいだ円を含む複数
の円は、重なりのずれによっ
て互いに干渉し場所の多様
性と豊かな奥行きを作ってい
る。
かたちとその操作を、 プロ
グラムと空間性に素直に活
かせている点を特に評価し
たい。

古川　晋也

最初のエスキスの後、 与件
を洗い出すだけでは埒が明
かないと悟ったのか大屋根
のアイデアが出てきた。 配
置計画や大きな構成はほぼ
ファーストイメージだが、 そ
れを成立させるため何度も
検討を重ね、 最終的に建物
の 「裏」を作らない計画に
着地しているところは評価し
たい。 府道側から見た緑化
された大屋根はアトラクティ
ブ で、 そ の 佇まい は「 周
辺に開かれたビジターセン
ター」として好感が持てる。
図面表現もメリハリがあって
良い。

好川　拓
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Weave
久保　心音

学生ホール課題は、 学生同
士および周辺住民との交流
を、 建築を通して活性化す
ることをテーマとする。 本
計画では、 大屋根が生み出
すピロティによってグランド
レベルを包み、 全方位から
のアプローチを可能とした点
が評価できる。また、 室内
空間を一体的に構成し、 利
用者間の交流を促そうとす
る姿勢も読み取れる。 一方
で、 開口部の閉鎖性の解消
や 1・2 階の連携を高めれ
ば、より地域に開かれた提
案となったと思われる。 今
後の成長を期待している。

出江　潤

まちとまなびの
交点
中田　隼登

帯状に配置した設備・コア
部分を用いて、通りぬけルー
ト / 大人数が利用するエリ
アと比較的少人数で利用す
るエリアを分節するプラン
ニングは、 制約の多い与条
件に対してうまく応答してい
る。 敷地北西の外構・ピロ
ティは心地のよい滞留空間
として機能している。 裏の
ない敷地において全ての面
に顔となるファサードデザイ
ンを試みていることは評価
できる。特にハイサイドライ
トを含めて凹凸のあるメイン
ファサードの作りこみは意欲
的である。

守行　忠勝



Department of Architecture Setsunan University 41

ヒカリの階段
土田　花野子

たまりばの巣
阪野　妃菜

スキップフロアにより、空間
がゆるやかにつながり、 自
然と歩きたくなるような計画
である。レベル差により視
線が交錯し、 雁行した空間
により対流と居場所が生ま
れることで、 歩いていると
活動が自然と見えてくるよう
な豊かな空間を形成してい
る。また、 外部を奥まで引
き込むことで、 風が通り抜
け、 立ち寄りやすくなるよう
な工夫がされている。
平面にややまとまりがあり、
内部が暗くなると考えられる
ので、 建築中央に吹抜や中
庭などをつくることで、光が
差し込み、より視線や人が
行き交う建築になるだろう。

堀　賢太

六 角 形 の 反 復 によって ス
ペース同士に緩やかな交差
を生み出し、アクティビティ
を誘発するような提案であ
る。1 階の通り抜けは様々
なシーンが同居し、 多角形
の壁によって発生した空間
の余白は、 人の居場所にな
るよう計画している。一方、
2 階は六角形に廊下を組み
合わせた複雑な構成がやや
閉鎖的な印象を与えている。
六角形の反復を立体的にも
作用するように上下階のつ
ながりを持たせ、 建物全体
でより活動が広がるような更
なるブラッシュアップを期待
したい。

京　智健
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PATH
WORK →
PATH ｢道｣｢通路｣ +
WORK ｢仕事｣｢働くこと｣

久保　心音

各フロアに回遊性を持たせ
つつ、 層のずれによる変化
を織り込み、 気軽に散策が
できるようなワークプレイス
が展開されている。 閉じる
場所と開く場所、 狭さと広
がりを組み合わせ、 多角な
壁が利用者の滞留と流動を
交錯させる。 そのシークエ
ンスが空間に独自のリズム
を生み出し、 その日の気分
でどこでも仕 事ができて、
心地よさと共に利用者同士
の交流が自然と行き交うこと
を意識された計画である。

京　智健

チーズ　ハウス
山下　千穂

最初期のエスキスで特徴的
な形の模型がすでにあった。
その魅力を損なわないように
検討が重ねられたが、ゾー
ニングと構造の柱割りに多く
の時間を費やすことになる。
試行錯誤の末、縦横 3 スパ
ンの 6m グリットを採用する
ことで一気に最後まで展開
したという印象。 今回の主
題であるコアについてもコン
パクトに解けており、 基本
的なオフィスビルの形式を
成立させた上で、 様々なプ
ランニングの工夫で魅力的
なワークスペースになってい
る。

好川　拓
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Veil ＆ Core
伊藤　真衣

マッシブな建物全体がガラ
ス の 外 皮（veil） で 包 ま
れ、 その内側にはトップラ
イトまで伸びる大きな吹抜け

（core）が据えられている。
建物周囲には緩やかに各階
を繋ぐ階段が配され、 上下
階を多様な経路で移動でき
る楽しさが計画に盛り込まれ
ている。 建物と外皮の間は
半屋外・半屋内の空間とし
て、 利用者にとって広場の
ように機能する。 見上げれ
ば、各階の小さなバルコニー
や屋外階段が点在し、 建物
全体に豊かな表情を与えて
いる。 全体として、 空間同
士を繋ぎながら多層的な体
験を生み出す力を備えた作
品であり、コンセプトと空間
構成がうまく結びついている
点が評価できる。

加嶋　章博

見上げ、登る
飯室　遥斗

４階まで 80 段ある直通の屋
外大階段を中央に挿入した
オフィスビルとして、大胆か
つ独創的な構成である。 本
来は避難動線としての役割
をもつ大階段が、 各階のコ
モンスペースに隣接する緑
のテラスと一体となり、 公
園の一角のように座ったり休
憩したりできる場として機能
している。オフィスへのアク
セスそのものが楽しい体験
となる計画である。 中央に
大階段を据えながらも、 各
階の動線は丁寧に検討され
ており、 大川の眺望を取り
込んだワーキングスペース
が各階に巧みに計画されて
いる点も評価できる。 計画
力と空間の魅力を兼ね備え
た作品であり、 今後の発展
も期待できる。

加嶋　章博
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REN-SO works
中村　和希

建築ボリュームを斜めにくり
抜き、くり抜く角度を階ごと
に反転させることで、 内部
と外部が交錯する豊かな空
間が実現できている。 建築
中央はくり抜かれた水平ヴォ
イドの交点となり、全てのフ
ロアを貫く垂直の吹抜となっ
ていて、 上下に視線の抜け
を得られる。 シンプルなシ
ステムを採用しつつ、 複雑
な空間を作り出している力
作である。
一つ一つの場所のあり方や
設えがやや似ているので、
それぞれの特徴を引き出し
具体的に計画できると、よ
り表情豊かな建築になるだ
ろう。

堀　賢太

余白と共に
呉　世根

本課題は、 周辺の豊かな環
境への応答と、 事務所建築
が内部で過ごす人々にいか
に作用するかを主題として
いる。
この計画は、ドミノシステム
を採用し、 主構造と間仕切
を切り離すことでフレキシブ
ルな平面を実現し、 課題に
応えようとする姿勢が評価で
きる。 一方で、 景観に対峙
する間仕切面を壁ではなく
開口主体とすることで、コ
ンセプトはより明確になった
だろう。
今後の更なる成長を期待し
ている。

出江　潤
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流域のアトリエ
野村　優奈

整形敷地に建つヴォリューム
の中層部を 45 度回転させ
て、 大川の眺望を大きく取
り込む事に主眼を置いた計
画である。中 2 階・中 3 階
を設定して、 低天井ながら
気持ちのよいワークスペー
スが多数できている。4 階
は対照的に、 高天井でガラ
ス張りの開放的な空間を設
けている。 回転により生ま
れた南西部分のヴォイドは無
開口の壁と屋外階段のみで
少しもったいないが、 平面
も断面もシンプルな操作で
効果的な手法だと評価でき
る。

守行　忠勝

フラクタル  アーチ
成瀬　孝直

アーチは用いやすいモチー
フですが、 だからこそ扱い
に注意しなければキッチュな
装飾になりかねない難しさが
あります。
こ の 作 品 は そ の ア ー チを
テーマにプロポーションのス
タディを真摯に行うことで魅
力的な立面をつくることに成
功しています。
二層吹抜け部を除きアーチ
部分はほぼ同じ奥行きの一
様な空間となっていますが
奥行きや境界面の設定次第
ではもっと多様な居場所の
計画が出来たはずでそのよ
うな可能性の検討があれば
なお良い作品になったので
はないかと思います。

戸田　智



概要 都市開発により大型町家がマンションとして売却され、蔵一棟
が残された幅 4m・奥行 30m 程度の狭小敷地である。「まち」らしさ
の継承と地域の資産としても需要な要素である蔵とともに棲むための
住宅を計画する。
住環境の豊かさには、光、風、音といった自然環境を取り入れること
が重要であるが蔵の存在も意識し、隣地や道路といったパブリックな
部分からのプライヴァシーの確保も意識して計画をする。模型でのス
タディーを中心とし、同時に図面で表現を行う。

「蔵のあるくらし」をデザインする
狭小敷地に蔵とともに棲む

概要 摂南大学寝屋川キャンパスは、新校舎や広場、テラスなどのさ
まざまな施設やオープンスペースの新設・リニューアルが進んでいる。
本課題は、建築学科の校舎前に広がる中庭に「レストスペース」なる
空間・場として、緑のある休憩スペース & トイレを計画する。初め
ての建築設計課題であり、寸法、および、場所の構成や人の動線に留
意して、学生や教職員にとって心地よい空間をスタディし図面で表現
する。

キャンパス内のレストスペース

第２課題

第１課題

1年生後期
Basic Exercises in Architectural Design B

建 築 基 礎 演 習 B

｜STAFF｜

　

　Shoji IKUMA

　Yukiko OTANI

　

　Shinpei ODA

　Yoji KOMAI

　Akihiro TAKAGI

　Yuko NANNO

　Yuichi NOBUTO

　Takeshi HAMADA

　Kentaro YAMANE

｜担当教員｜
　専任
　伊熊昌治
　大谷由紀子
　非常勤講師
　小田真平
　駒井陽次
　髙木章寛
　南野優子
　信藤勇一
　濱田猛
　山根健太郎

Design Works 2025-202646
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蔵と居のあいだ
出田　陽心

蔵とつながる
内外のあいだ
岸田　稜一郎

蔵を主たる居とし、 既存建
物がない西側に池と庭、 蔵
と庭のあいだにリビングと
半 屋 外 の テ ラ ス、 ３つ の
ゾーンは私～共の領域にグ
ラデーションを描く。 その
グラデーションは、 建物の
ボリュームとしても表現され
る。しかも、 図面は A2 用
紙３枚をつなぎ、インキング
仕上げ。 いずれも意表を突
く。 蔵を活かした提案はも
ちろんのこと、 図面表記・
技法という本科目の目標に
おいても、 膨大な熱量が感
じられる作品である。

大谷　由紀子

細長い敷地条件に対し、 動
線や効率を整える方向に収
束しがちな中で、 本案はバ
ランスが崩れることを恐れ
ず、 上下階に外部を大胆に
引き込む断面構成に挑戦し
ている点が印象的でした。
未熟さは残るものの、 空間
に予期せぬ広がりや体験を
生む意志が感じられ、 魅力
的です。快適性への配慮は
今後の課題ですが、「心地
よさ」 より「豊かな体験」
を優先した姿勢は清々しく感
じられます。

山根　健太郎
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ズレの箱
小林　慎昊

ぽつんと蔵 CAFE
～蔵と共に生きる
　狭小住宅～

篠崎　拓真

細長い敷地条件を的確に読
み取り、 小さいヴォリューム
に分節することで既存の蔵
との共存を図ろうとする提案
である。ずらしながら連続さ
せることで、 多様な外部空
間を生み出し、 単調になり
がちな内部空間に変化と奥
行きを与えている点が評価
できる。ずらしによって獲得
された窓は屋内外の境界を
曖昧にし、 空間体験を豊か
にしている。また、 狭さや
プランの複雑化といった課
題も丁寧に整理されており、
構成力の高さが感じられる。

小田　真平

細長く、 蔵のある敷地にお
いて、 新しい住宅を加え巧
みに空間レイアウトされた
案。新築住宅の中央に外部
空間を設け、また蔵との境
界にも外部空間を設けた。
この２つの外部空間が、 住
宅、 カフェ、 蔵の３つの空
間を分節して明快な計画と
なり好 感がもてる。 図 面、
模型写真の表現からは、 安
心感と生活感も感じ取れる
プランとなっている。また、
建物ファサードには健康的な
印象も感じるが、さらなるダ
イナミックなデザインへの挑
戦にも期待する。

信藤　勇一
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家族空間を
核とする住居
平井　心埜

光と住む家
正延　葉月

家族の気配が交差する場所
として、角度をもったひとつ
の空間が住まいの中心に据
えられている。この 「家族
空間」 は各室を緩やかにつ
なぎ、 日常の中で自然な関
係性を生み出す核として機
能している。 一方、 蔵は非
日常の場としてシアター的
な役割を担い、 日常とは異
なる時間の流れを住まいの
中に静かに織り込んでいる。
平面・断面ともに構成は明
快で、 空間同士の関係性を
丁寧に整理する姿勢が感じ
られ、 今後のさらなる成長
が期待される。

駒井　陽次

既存の蔵と新築住宅をスリ
ガラスで包み込み、 一体の
建築として再解釈した着眼
点が非常に秀逸です。外観
では蔵の存在を直接主張せ
ず、 かすかな輪郭として浮
かび上がらせることで、 町
の歴史を静かに継承する姿
勢が感じられます。 一 方、
内部ではやわらかな光に満
ちた明るく開放的な空間が
実現され、 歴史と現代性、
閉鎖性と開放性を巧みに両
立しています。 敷地条件を
前向きに価値へと転換した
完成度の高い提案です。

濱田　猛



Design Works 2025-202650

紡ぐ
丸井　悠斗

流れ
山田　稀琉

蔵（過去）と母屋（現代）
を対 比させるのではなく、
境界なく接続するというア
イデアを元に、 過去と現代
を「紡ぐ」 ことによって既
存蔵がある敷地への解決策
を示した意欲作である。「紡
ぐ」というコンセプトを建築
として実現するためにちりば
められたキューブ状の個の
単位は、 綿密に考えられた
心地よい寸法で構成される
と同時に、 それらの余白と
の関係性により多様で魅力
的な空間を生み出している。

南野　優子

西側道路から蔵に向かって、
連立する円筒ボリュームで
構成された住宅の提案。 細
長く、 制約が厳しい敷地の
中でもそれらを感じさせな
い、 シークエンシャルで多
様な空間が生まれている造
形力は評価したい。ただし、
居室への光の入れ方やプラ
イバシーといった住環境に
ついては、 もう少し配慮が
あっても良かったのではない
かと思う。 長方形の敷地と
円形ボリュームの間に生まれ
る隙間部分について、 住環
境に寄与するようなデザイン
がなされていれば、より現
実的な良い提案になったと
思う。

髙木　章寛
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X3 TIMES THREE
池上　ゆず

風を視る建築
杉村　優斗

屋内のカフェ・休憩コーナー
を宙に浮かして GL レベルを
開放することで、 高い目線
からキャンパスを見渡せる新
しいビューポイントを生み出
しつつも、 周辺棟の利用者
が多方面から気軽に立ち寄
ることが出来るレストスペー
スとなっている。ツリーハウ
スのような佇まいは、キャン
パスのランドマークとなるこ
とも期待できる。アクセスし
やすさとプライバシーの両
立をシンプルに実現してい
る入れ子状のトイレ平面計
画も評価したい。

髙木　章寛

テンセグリティ構造を用いて
柱を極力排した浮遊する屋
根の提案は、 構造そのもの
を空間体験に昇華しており
非常に魅力的です。風によっ
て屋根が揺れるという性質を

「風の可視化」 と捉え、 建
築を通して環境を感じさせる
視点は、 大学内部に設ける
施設として高い思想性を備
えています。トイレや休憩所
をその下に配置することで、
日常的な行為に自然現象を
重ね合わせた点も評価でき
ます。 構造表現と使われ方
の関係をさらに深めること
で、より完成度の高い提案
になるでしょう。

濱田　猛
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木漏れ日と
心地よい風
原田　詩月

非日常と邂逅
松井　一真

人の居方が、 そっと建築に
委ねられる空間である。レ
ベル差を用いて構成された
段差は、ベンチや机、 腰掛
けとして多様に機能し、 利
用者がその時々の気分や関
係性に応じて居場所を選び
取る余白を生み出している。
有機的な屋根形状と透明な
素材を通して、 木漏れ日の
ような柔らかな光が静かに差
し込み、 穏やかな時間の流
れを感じさせる。 空間同士
の関係性やスケール感も丁
寧に整えられており、今後さ
らに思考と表現を重ねること
で、 設計者としての確かな
成長が期待される。

駒井　陽次

キャンパス内は日常、 小さ
な森 は 境 界 域、 非日常 的
なレストスペースへと誘う
空間を創り出した案。 敷地
いっぱいの森の中へ上手く
円形休憩スペースを馴染ま
せ、休憩スースやトイレをレ
イアウトしている。２階建て
の休憩スペースは、 機能的
にコンパクトにまとまってい
るが、 やや洋風の外観は少
し若々しいデザインが可能
だったかもしれない。 今回
のテーマである非日常の内
部、外部空間が巧みなドロー
イングとして描かれ好感を感
じる。

　信藤　勇一
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木に集う人々
～休憩を求めて～

松枝　尚希

自然と集まる空間
松村　直道

地面を隆起させるという大
胆な操作によって、 平坦な
キャンパスの風景を立体的
に更新しようとする意欲的
な試みである。 階段状の丘
は、 登る・腰掛ける・見下
ろすといった多様な身体的
行為を自然に誘発し、 日常
の滞在行動を豊かにしてい
る。 曲線的に繰り抜かれた
ヴォリュームの中に、休憩ス
ペース、トイレが配置され、
内外の連続性が丁寧に構築
されている。スリットから差
し込む木漏れ日は、 時間の
移ろいを可視化し、 本作を

「キャンパスの風景を変化
させる装置」 として成立さ
せている。

小田　真平

放射状に広がるリブ状の造
形が強い印象を残し、トイレ
という閉じたプログラムを、
光や影、 包まれ感を伴う体
験的な空間へと引き上げよ
うとする意志が伝わってきま
す。 曲線と反復を用いた構
成に挑戦し、 造形そのもの
で空間をつくろうとしている
点は高く評価できます。 一
方で中央の形に対し、 周辺
空間がやや類似的に留まっ
ているため、 関係性の違い
をもう一 歩 整 理 できると、
全体がより高め合う構成に
なったはずです。 造形の勢
いに対して、 人のスケール

（視線高さ・座る位置など）
がまだ十分噛み合っていな
い印象なので、 動線のみな
らず、とどまる時間のあり方
についても考えるようにする
と、より魅力的になると思い
ます。

山根　健太郎
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時をすごす場所
南　柊一朗

ひかりの環
武藤　歩乃

「時」を可視化するために、
太陽の入り込む日差しに注目
し、 太陽光が作り出す陰の
変化を感じる場をつくりだし
ている点が秀逸である。
水平な矩形屋根は曲線状に
配置された壁面に緩やかな
カーブの陰をおとすように配
慮され、 さらに視線を拡散
する方向に居場所を作り出
している。
陰をつくる壁の配置やシン
ボリックな 1 本の柱を設け。
見えがくれする人の姿を楽し
む場所を創出し、 曲線壁に
より 1 人で安心していられ
る場所を作り出している。

伊熊　昌治

曲線で構成された高さの異
なる筒状のボリュームと外
構レベルの操作により多様
な居場所を考えた案である。
トイレの屋根は幾何学的な
パターンで構成され、 自然
光を意匠的に取り入れなが
らもプライバシーを両立した
空間となっている。
図面の表現力には特筆すべ
きものがあり、 線の強弱の
使い分け、着色による表現、
丁寧なレタリングにより「ひ
かりの環」というコンセプト
が明快に表現されている。

南野　優子



概要 1 年生前期の最初の設計演習では、基礎的なスキルの習得を目指
す。最初の「トレース」課題で図面のルールを学び、次の「模型」課
題で模型制作の基本を身につける。いずれも建築家・阿部勤氏の自邸
「中心のある家」を題材とした。最後は、小規模な「パビリオン」を
自分で設計する課題に取り組む。機能は設定せず、3 種類に設定した
高さの壁と屋根を、切る・折る・曲げる等の加工により造形的に魅力
のある模型を制作し、模型から図面化することを目指し、最終的に 1
枚のシートにレイアウトし、プレゼンテーションとして完成させた。

「中心のある家」のトレース
第１課題

「中心のある家」の模型制作
第２課題

大学構内に設けられる展示空間（パビリオン）
第３課題

1年生前期
Basic Exercises in Architectural Design A

建 築 基 礎 演 習 A

｜STAFF｜

　

　Shoji IKUMA

　Hironori SHIRASU

　Hisashi IKEDA

　Hiroto KAWAGUCHI

　Satoshi SAITO

　Shinya SATO

　Fumiko MURAKAMI

｜担当教員｜
　専任
　伊熊昌治
　白須寛規
　非常勤講師
　池田久司
　川口裕人
　斉藤智士
　佐藤伸也
　村上芙美子
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繋がる
植芝　咲斗

空中回路
中村　美咲

包まれる建築
松村　直道

陽だまり
武藤　歩乃

つなぐ
佐藤　燈

滴る森
原田　詩月
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山田　秀真

小林　慎昊

岩間　庵莉

武藤　歩乃

野間　隼人
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池上　ゆず

波多野　朱鞠

武藤　歩乃



都市文化共生デザイン研究室（加嶋研究室）が海外合同ワークショップに取り組みました。

建 築 学 科 ２ ０ ２ ５ ー ２ ６
そ の 他 の 活 動 ・ ト ピ ッ ク ス
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｜のと・おおさか交流会への参加｜

建築防災工学研究室（池内研究室）が能登半島地震の被災地支援活動を行いました

建築・都市デザイン研究室（小林研究室）の大学院生 仙田直希さん・小泉泰介さんが「人・まち・
建築アイデアコンペ」に応募した「やお漏らし」が審査員特別賞（甲斐みのり賞）を受賞しました

「人・まち・建築アイデアコンペ」　受賞者一覧はこちら　https://www.oaaf.or.jp/50anniversary/competition/winner_list.html

｜輪島塗の洗浄活動・輪島塗インスタレーション｜

｜国際会議や中学校・高等学校、地域市民講座などでの発表（伝える活動）｜

＊本活動は、摂南大学開学 50周年記念事業「「挑む、楽しむ。」プロジェクト」（愛称：むむプ）に採択頂き、2024年度から 2年間実施しました。また、建築学科からも多大なご支援を頂きました。

建 築 学 科 ２ ０ ２ ５ ー ２ ６
そ の 他 の 活 動 ・ ト ピ ッ ク ス
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建 築 学 科 の あ ゆ み
教 員 名 一 覧

嶋本恒雄

近藤豊

前口良治

佐々木良一

久恒治郎

島田家弘

松永裕之

伴潔

鷲尾健三

川原眞太郎

伊藤克三

足立孝

佐野潤一

井上容子

柴田道生

安田孝

相川浩

松浦邦男

三輪雅久

永井興史郎

竹山和彦

楢崎正也

岩田三千子

田中直人

木多彩子

西村一郎

川上比奈子

原克巳

上谷宏二

本多友常

竹原義二

西村勝尚

柳沢学

宮本征一

加嶋章博

大谷由紀子

池内淳子

小林健治

白須寛規

伊熊昌治

奥田泰雄

｜工学部建築学科｜ ｜理工学部建築学科｜
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建築学科に在職した教員は総勢

在職平均期間（年数）は

名

��.� 年

在職年数が 30年以上の先生は

松永裕之

前口良治

佐野潤一

先生

先生

先生
（2026 年 3月時点）

32 年 6ヶ月

31年 0ヶ月

30年 0ヶ月

� 名

DATASHEET

うち女性は 名

同一年度最大在籍教員数は
2007 年度と 2008 年度

名
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０
１
９

建築学科に在職した教員は総勢

在職平均期間（年数）は

名

��.� 年

在職年数が 30年以上の先生は

松永裕之

前口良治

佐野潤一

先生

先生

先生
（2026 年 3月時点）

32 年 6ヶ月

31年 0ヶ月

30年 0ヶ月

� 名

DATASHEET

うち女性は 名

同一年度最大在籍教員数は
2007 年度と 2008 年度

名

建 築 学 科 の あ ゆ み
教 員 名 一 覧

嶋本恒雄

近藤豊

前口良治

佐々木良一

久恒治郎

島田家弘

松永裕之

伴潔

鷲尾健三

川原眞太郎

伊藤克三

足立孝

佐野潤一

井上容子

柴田道生

安田孝

相川浩

松浦邦男

三輪雅久

永井興史郎

竹山和彦

楢崎正也

岩田三千子

田中直人

木多彩子

西村一郎

川上比奈子

原克巳

上谷宏二

本多友常

竹原義二

西村勝尚

柳沢学

宮本征一

加嶋章博

大谷由紀子

池内淳子

小林健治

白須寛規

伊熊昌治

奥田泰雄

｜工学部建築学科｜ ｜理工学部建築学科｜
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２
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２
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１
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０
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７

２
０
１
８

２
０
１
９

建築学科に在職した教員は総勢

在職平均期間（年数）は

名

��.� 年

在職年数が 30年以上の先生は

松永裕之

前口良治

佐野潤一

先生

先生

先生
（2026 年 3月時点）

32 年 6ヶ月

31年 0ヶ月

30年 0ヶ月

� 名

DATASHEET

うち女性は 名

同一年度最大在籍教員数は
2007 年度と 2008 年度

名
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「Youtube」がサービ
ス開始
愛・地球博
日本道路公団が民営
化

新型肺炎「SARS」流
行
ヒトゲノム解読の全
作業が完了

ユニバーサル・スタ
ジオ・ジャパンが開
園
東京ディズニーシー
がオープン
アメリカ同時多発テ
ロ事件

平成 ��年

2003
平成 ��年

2001
平成 ��年

2005
平成 ��年

2000
平成 ��年

2004
平成 ��年

2002
平成 ��年

2006
平成 ��年

2007
平成 ��年

2008

令和元年

2019
令和 �年

2021
令和 �年

2020
平成 ��年

2018
令和 �年

2022
令和 �年

2023
令和 �年

2024
令和 �年

2025
卒業生延人数

4599

建築総合コー
ス が JABEE
認定（継続審査）

｜ 建築総合コー
ス が JABEE
認定（継続審査 )

＊審査は ���� 年

製図室什器を
リニューアル

｜

｜

建築学科
創設 �� 周年

｜８号館耐震改
修工事

｜

建築学科卒業
延人数が三千
人を突破
大学院工学研
究科博士後期
課程（創生工
学専攻）を増
設、修士課程
を博士前期課
程に変更

｜

｜

建築総合コー
ス、建築デザ
イ ン コ ー ス、
建築工学コー
スの３コース
を設置

｜建築学科
創設 �� 周年

｜ 第一回建築学
科卒業研究作
品展を開催
建築学科作品
集 vol.� を発
刊

｜

｜

｜ ｜

｜

｜

｜ ｜

｜

｜
｜

｜

｜

｜
｜

｜

｜

｜ ｜

｜
｜

「Play Station�」が発
売

サッカーワールド
カップ日韓大会開催

新潟県中越地震
「Facebook」がサー

ビス開始
「ニンテンドー DS」、
「Play Station 

Portable」が発売

「Twitter」がサービス
開始
第１回 WBC にて日本
代表（侍ジャパン）
が優勝

初代「iPhone」が発
売

北海道洞爺湖サミッ
ト
リーマンショック
日本の総人口がピー
ク（� 億 ���� 万人）

｜

｜
｜

｜

｜

｜ ｜

｜

｜ ｜ ｜ ｜
｜

スーパー・ブルー・
ブラッドムーン観測
大阪府北部地震
西日本豪雨

ノートルダム寺院大
規模火災
ラグビーワールド
カップ日本開催

COVID-�� 大流行 大学入学共通テスト
が開始
東京オリンピック開
催

ジブリパーク開園 G� 広島サミット 能登半島地震 大阪・関西万博
日本初の女性の内閣
総理大臣が誕生

エニックスが「ドラ
ゴンクエスト III そし
て伝説へ…」を発売

「東京ドーム」開場
リクルート事件

東京ディズニーラン
ド開園
任天堂が「ファミリー
コンピュータ」を発
売

昭和 ��年

1983
昭和 ��年

1987
昭和 ��年

1985
平成元年

1989
昭和 ��年

1984
昭和 ��年

1988
昭和 ��年

1982
昭和 ��年

1986
平成 �年

1990

｜ ｜｜建築学科卒業
延人数が千人
を突破

｜建築学科
創設 �� 周年

工学研究科修
士課程（社会
開 発 工 学 専
攻）を増設

｜ ｜

｜

｜ ｜

｜

｜ ｜
｜

｜

｜
｜

｜

｜
｜

｜

｜

ホテルニュージャパ
ン火災

Apple が
「Macintosh」を発表

ミノルタが AF 一眼レ
フカメラ「α-����」
を発売
国際科学技術博覧会

チェルノブイリ原子
力発電所事故

国鉄が分割民営化
大韓航空機爆破事件

任天堂が「ゲームボー
イ」を発売
天安門事件
ベルリンの壁崩壊

大学入試センター試
験が開始
バブル崩壊

ー内訳ー
女　性　　５１１名
男　性　４０８８名
理工学部　８３３名
工学部　３７７６名

名

（����.�.�� 時点）

85 123 130 111

6061675787828412491

（当該年度卒業生数）

108 11810910612513610895107

平成 ��年

2011
平成 ��年

2015
平成 ��年

2009
平成 ��年

2013
平成 ��年

2017
平成 ��年

2012
平成 ��年

2016
平成 ��年

2010
平成 ��年

2014

建築学科卒業
延人数が四千
人を突破
第１回建築デ
ザインフォー
ラムを開催

｜

｜

建築学科
創設 �� 周年

｜理工学部建築
学科に改称

理工学研究科
社会開発工学
専攻に改称

｜ ｜建築総合コー
ス が JABEE
認定

｜ 建築学科卒業
論文梗概集第
１号を発刊

｜

｜オール阪神・巨人
｜スーパー戦隊シリーズ
｜ローソン
｜モンベル
｜コミックマーケット
｜マイメロディ
｜徹子の部屋

東京スカイツリー開
業

東日本大震災
サッカー女子日本代
表（なでしこジャパ
ン）がワールドカッ
プで優勝

小惑星探査機「はや
ぶさ」が地球に帰還

新型インフルエンザ
流行
民主党政権誕生

｜

｜

｜ ｜
｜

｜ ｜

｜

｜ ｜ ｜
｜

｜

｜

富士山が世界文化遺
産に認定

「妖怪ウォッチ」シ
リーズの第１作目が
発売

「笑っていいとも」終
了

新国立競技場「ザハ
案」が白紙撤回

熊本地震
通信制高校「N 高等
学校」が開校

任天堂が「Nintendo 
Switch」を発売
トランプ大統領がパ
リ協定からのアメリ
カの離脱を発表

神戸ポートアイラン
ド博覧会
スペースシャトル「コ
ロンビア」打ち上げ

共通第一次学力試験
（共通一次）が開始

SONY が「ウォークマ
ン」を発売

アーケードゲーム
「パックマン」発売

昭和 ��年

1975Timeline 昭和 ��年

1979
昭和 ��年

1977
昭和 ��年

1981
昭和 ��年

1976
昭和 ��年

1980
昭和 ��年

1978

平成 �年

1991
平成 �年

1995
平成 ��年

1999
平成 �年

1993
平成 �年

1997
平成 �年

1992
平成 �年

1996
平成 �年

1994
平成 ��年

1998

新東京国際空港（現：
成田国際空港）開港
日中平和友好条約調
印

気象衛星「ひまわり」
打ち上げ

ロッキード事件
Apple Computer 
Company 設立

摂南大学開学
工学部
建築学科創設

｜

｜

｜ ｜建築学科一期
生 �� 名（女
性 � 名 男 性
�� 名）が 巣
立つ

８号館竣工

建築学科卒業
延人数が二千
人を突破

｜建築学科
創設 �� 周年

沖縄国際海洋博覧会
ベトナム戦争終結
Microsoft 
Corporation 設立

｜
｜
｜

｜
｜

｜ ｜

｜

｜

｜

｜ ｜

｜

｜
｜

湾岸戦争勃発
ソビエト連邦崩壊

阪神・淡路大震災
地下鉄サリン事件
Microsoft が

「Windows95」を発売
Amazon.com がサー
ビスを開始

関西国際空港開港
イチロー（オリック
スブルーウェーブ）
が日本プロ野球史上
初の１シーズン ���
安打以上（��� 安打）

J リーグ開幕
レインボーブリッジ
開通

「�� 年体制」崩壊
�� 歳人口が減少モー
ドに突入

PKO 協力法成立
「星のカービィ」発売
｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜
｜

｜

｜

｜

｜ ｜
｜

｜

｜

｜「名探偵コナン」テレ
ビ放送開始
羽生善治が将棋タイ
トル７冠独占

香港返還 長野オリンピック
サッカー日本代表（岡
田ジャパン）がワー
ルドカップに初出場
Apple が「iMac」を
発売
Google 設立

通貨「ユーロ」が導
入

｜

建築学科の「同い年」たち

｜オール阪神・巨人：���� 年 � 月にコンビ結成
｜スーパー戦隊シリーズ：���� 年 � 月に放送開始
｜LAWSON：���� 年 � 月に１号店を開業
｜モンベル：1975 年 8月に創業
｜コミックマーケット：1975 年 12 月に第 1回開催
｜マイメロディ：���� 年にサンリオが開発
｜徹子の部屋：���� 年 � 月に放送開始

���� 年 � 月にコンビ結成

���� 年 � 月に放送開始

���� 年 � 月に１号店を開業

���� 年 � 月に創業

���� 年 �� 月に第 � 回を開催

���� 年にサンリオが開発

���� 年 � 月に放送開始

建 築 学 科 の あ ゆ み
1 9 7 5 - 2 0 2 5

85 123 130 111

6061675787828412491

（当該年度卒業生数）

108 11810910612513610895107

平成 23年

2011
平成 27年

2015
平成 21年

2009
平成 25年

2013
平成 29年

2017
平成 24年

2012
平成 28年

2016
平成 22年

2010
平成 26年

2014

建築学科卒業
延人数が四千
人を突破
第１回建築デ
ザインフォー
ラムを開催

｜

｜

建築学科
創設 40 周年

｜理工学部建築
学科に改称

理工学研究科
社会開発工学
専攻に改称

｜ ｜建築総合コー
ス が JABEE
認定

｜ 建築学科卒業
論文梗概集第
１号を発刊

｜

｜オール阪神・巨人
｜スーパー戦隊シリーズ
｜ローソン
｜モンベル
｜コミックマーケット
｜マイメロディ
｜徹子の部屋

東京スカイツリー開
業

東日本大震災
サッカー女子日本代
表（なでしこジャパ
ン）がワールドカッ
プで優勝

小惑星探査機「はや
ぶさ」が地球に帰還

新型インフルエンザ
流行
民主党政権誕生

｜

｜

｜ ｜
｜

｜ ｜

｜

｜ ｜ ｜
｜

｜

｜

富士山が世界文化遺
産に認定

「妖怪ウォッチ」シ
リーズの第１作目が
発売

「笑っていいとも」終
了

新国立競技場「ザハ
案」が白紙撤回

熊本地震
通信制高校「N 高等
学校」が開校

任天堂が「Nintendo 
Switch」を発売
トランプ大統領がパ
リ協定からのアメリ
カの離脱を発表

神戸ポートアイラン
ド博覧会
スペースシャトル「コ
ロンビア」打ち上げ

共通第一次学力試験
（共通一次）が開始

SONY が「ウォークマ
ン」を発売

アーケードゲーム
「パックマン」発売

昭和 50年

1975Timeline 昭和 54年

1979
昭和 52年

1977
昭和 56年

1981
昭和 51年

1976
昭和 55年

1980
昭和 53年

1978

平成 3年

1991
平成 7年

1995
平成 11年

1999
平成 5年

1993
平成 9年

1997
平成 4年

1992
平成 8年

1996
平成 6年

1994
平成 10年

1998

新東京国際空港（現：
成田国際空港）開港
日中平和友好条約調
印

気象衛星「ひまわり」
打ち上げ

ロッキード事件
Apple Computer 
Company 設立

摂南大学開学
工学部
建築学科創設

｜

｜

｜ ｜建築学科一期
生 85 名（女
性 1 名 男 性
84 名）が 巣
立つ

８号館竣工

建築学科卒業
延人数が二千
人を突破

｜建築学科
創設 20 周年

沖縄国際海洋博覧会
ベトナム戦争終結
Microsoft 
Corporation 設立

｜
｜
｜

｜
｜

｜ ｜

｜

｜

｜

｜ ｜

｜

｜
｜

湾岸戦争勃発
ソビエト連邦崩壊

阪神・淡路大震災
地下鉄サリン事件
Microsoft が

「Windows95」を発売
Amazon.com がサー
ビスを開始

関西国際空港開港
イチロー（オリック
スブルーウェーブ）
が日本プロ野球史上
初の１シーズン 200
安打以上（210 安打）

J リーグ開幕
レインボーブリッジ
開通

「55 年体制」崩壊
18 歳人口が減少モー
ドに突入

PKO 協力法成立
「星のカービィ」発売
｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜
｜

｜

｜

｜

｜ ｜
｜

｜

｜

｜「名探偵コナン」テレ
ビ放送開始
羽生善治が将棋タイ
トル７冠独占

香港返還 長野オリンピック
サッカー日本代表（岡
田ジャパン）がワー
ルドカップに初出場
Apple が「iMac」を
発売
Google 設立

通貨「ユーロ」が導
入

｜

建築学科の「同い年」たち

1975 年 4 月にコンビ結成

1975 年 4 月に放送開始

1975 年 6 月に１号店を開業

1975 年 8 月に創業

1975 年 12 月に第 1 回を開催

1975 年にサンリオが開発

1976 年 2 月に放送開始

建 築 学 科 の あ ゆ み
1 9 7 5 - 2 0 2 5
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「Youtube」がサービ
ス開始
愛・地球博
日本道路公団が民営
化

新型肺炎「SARS」流
行
ヒトゲノム解読の全
作業が完了

ユニバーサル・スタ
ジオ・ジャパンが開
園
東京ディズニーシー
がオープン
アメリカ同時多発テ
ロ事件

平成 ��年

2003
平成 ��年

2001
平成 ��年

2005
平成 ��年

2000
平成 ��年

2004
平成 ��年

2002
平成 ��年

2006
平成 ��年

2007
平成 ��年

2008

令和元年

2019
令和 �年

2021
令和 �年

2020
平成 ��年

2018
令和 �年

2022
令和 �年

2023
令和 �年

2024
令和 �年

2025
卒業生延人数

4599

建築総合コー
ス が JABEE
認定（継続審査）

｜ 建築総合コー
ス が JABEE
認定（継続審査 )

＊審査は ���� 年

製図室什器を
リニューアル

｜

｜

建築学科
創設 �� 周年

｜８号館耐震改
修工事

｜

建築学科卒業
延人数が三千
人を突破
大学院工学研
究科博士後期
課程（創生工
学専攻）を増
設、修士課程
を博士前期課
程に変更

｜

｜

建築総合コー
ス、建築デザ
イ ン コ ー ス、
建築工学コー
スの３コース
を設置

｜建築学科
創設 �� 周年

｜ 第一回建築学
科卒業研究作
品展を開催
建築学科作品
集 vol.� を発
刊

｜

｜

｜ ｜

｜

｜

｜ ｜

｜

｜
｜

｜

｜

｜
｜

｜

｜

｜ ｜

｜
｜

「Play Station�」が発
売

サッカーワールド
カップ日韓大会開催

新潟県中越地震
「Facebook」がサー

ビス開始
「ニンテンドー DS」、
「Play Station 

Portable」が発売

「Twitter」がサービス
開始
第１回 WBC にて日本
代表（侍ジャパン）
が優勝

初代「iPhone」が発
売

北海道洞爺湖サミッ
ト
リーマンショック
日本の総人口がピー
ク（� 億 ���� 万人）

｜

｜
｜

｜

｜

｜ ｜

｜

｜ ｜ ｜ ｜
｜

スーパー・ブルー・
ブラッドムーン観測
大阪府北部地震
西日本豪雨

ノートルダム寺院大
規模火災
ラグビーワールド
カップ日本開催

COVID-�� 大流行 大学入学共通テスト
が開始
東京オリンピック開
催

ジブリパーク開園 G� 広島サミット 能登半島地震 大阪・関西万博
日本初の女性の内閣
総理大臣が誕生

エニックスが「ドラ
ゴンクエスト III そし
て伝説へ…」を発売

「東京ドーム」開場
リクルート事件

東京ディズニーラン
ド開園
任天堂が「ファミリー
コンピュータ」を発
売

昭和 ��年

1983
昭和 ��年

1987
昭和 ��年

1985
平成元年

1989
昭和 ��年

1984
昭和 ��年

1988
昭和 ��年

1982
昭和 ��年

1986
平成 �年

1990

｜ ｜｜建築学科卒業
延人数が千人
を突破

｜建築学科
創設 �� 周年

工学研究科修
士課程（社会
開 発 工 学 専
攻）を増設

｜ ｜

｜

｜ ｜

｜

｜ ｜
｜

｜

｜
｜

｜

｜
｜

｜

｜

ホテルニュージャパ
ン火災

Apple が
「Macintosh」を発表

ミノルタが AF 一眼レ
フカメラ「α-����」
を発売
国際科学技術博覧会

チェルノブイリ原子
力発電所事故

国鉄が分割民営化
大韓航空機爆破事件

任天堂が「ゲームボー
イ」を発売
天安門事件
ベルリンの壁崩壊

大学入試センター試
験が開始
バブル崩壊

ー内訳ー
女　性　　５１１名
男　性　４０８８名
理工学部　８３３名
工学部　３７７６名

名

（����.�.�� 時点）
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任天堂が「ファミリー
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1990
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延人数が千人
を突破
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工学研究科修
士課程（社会
開 発 工 学 専
攻）を増設

｜ ｜

｜
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｜

｜ ｜
｜

｜

｜
｜

｜

｜
｜

｜

｜

ホテルニュージャパ
ン火災

Apple が
「Macintosh」を発表

ミノルタが AF 一眼レ
フカメラ「α-����」
を発売
国際科学技術博覧会

チェルノブイリ原子
力発電所事故

国鉄が分割民営化
大韓航空機爆破事件

任天堂が「ゲームボー
イ」を発売
天安門事件
ベルリンの壁崩壊

大学入試センター試
験が開始
バブル崩壊

ー内訳ー
女　性　　５１１名
男　性　４０８８名
理工学部　８３３名
工学部　３７７６名

名

（����.�.�� 時点）

85 123 130 111

6061675787828412491

（当該年度卒業生数）

108 11810910612513610895107

平成 23年

2011
平成 27年

2015
平成 21年

2009
平成 25年

2013
平成 29年

2017
平成 24年

2012
平成 28年

2016
平成 22年

2010
平成 26年

2014

建築学科卒業
延人数が四千
人を突破
第１回建築デ
ザインフォー
ラムを開催

｜

｜

建築学科
創設 40 周年

｜理工学部建築
学科に改称

理工学研究科
社会開発工学
専攻に改称

｜ ｜建築総合コー
ス が JABEE
認定

｜ 建築学科卒業
論文梗概集第
１号を発刊

｜

｜オール阪神・巨人
｜スーパー戦隊シリーズ
｜ローソン
｜モンベル
｜コミックマーケット
｜マイメロディ
｜徹子の部屋

東京スカイツリー開
業

東日本大震災
サッカー女子日本代
表（なでしこジャパ
ン）がワールドカッ
プで優勝

小惑星探査機「はや
ぶさ」が地球に帰還

新型インフルエンザ
流行
民主党政権誕生

｜

｜

｜ ｜
｜

｜ ｜

｜

｜ ｜ ｜
｜

｜

｜

富士山が世界文化遺
産に認定

「妖怪ウォッチ」シ
リーズの第１作目が
発売

「笑っていいとも」終
了

新国立競技場「ザハ
案」が白紙撤回

熊本地震
通信制高校「N 高等
学校」が開校

任天堂が「Nintendo 
Switch」を発売
トランプ大統領がパ
リ協定からのアメリ
カの離脱を発表

神戸ポートアイラン
ド博覧会
スペースシャトル「コ
ロンビア」打ち上げ

共通第一次学力試験
（共通一次）が開始

SONY が「ウォークマ
ン」を発売

アーケードゲーム
「パックマン」発売

昭和 50年

1975Timeline 昭和 54年

1979
昭和 52年

1977
昭和 56年

1981
昭和 51年

1976
昭和 55年

1980
昭和 53年

1978

平成 3年

1991
平成 7年

1995
平成 11年

1999
平成 5年

1993
平成 9年

1997
平成 4年

1992
平成 8年

1996
平成 6年

1994
平成 10年

1998

新東京国際空港（現：
成田国際空港）開港
日中平和友好条約調
印

気象衛星「ひまわり」
打ち上げ

ロッキード事件
Apple Computer 
Company 設立

摂南大学開学
工学部
建築学科創設

｜

｜

｜ ｜建築学科一期
生 85 名（女
性 1 名 男 性
84 名）が 巣
立つ

８号館竣工

建築学科卒業
延人数が二千
人を突破

｜建築学科
創設 20 周年

沖縄国際海洋博覧会
ベトナム戦争終結
Microsoft 
Corporation 設立

｜
｜
｜

｜
｜

｜ ｜

｜

｜

｜

｜ ｜

｜

｜
｜

湾岸戦争勃発
ソビエト連邦崩壊

阪神・淡路大震災
地下鉄サリン事件
Microsoft が

「Windows95」を発売
Amazon.com がサー
ビスを開始

関西国際空港開港
イチロー（オリック
スブルーウェーブ）
が日本プロ野球史上
初の１シーズン 200
安打以上（210 安打）

J リーグ開幕
レインボーブリッジ
開通

「55 年体制」崩壊
18 歳人口が減少モー
ドに突入

PKO 協力法成立
「星のカービィ」発売
｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜
｜

｜

｜

｜

｜ ｜
｜

｜

｜

｜「名探偵コナン」テレ
ビ放送開始
羽生善治が将棋タイ
トル７冠独占

香港返還 長野オリンピック
サッカー日本代表（岡
田ジャパン）がワー
ルドカップに初出場
Apple が「iMac」を
発売
Google 設立

通貨「ユーロ」が導
入

｜

建築学科の「同い年」たち

1975 年 4 月にコンビ結成

1975 年 4 月に放送開始

1975 年 6 月に１号店を開業

1975 年 8 月に創業

1975 年 12 月に第 1 回を開催

1975 年にサンリオが開発

1976 年 2 月に放送開始

建 築 学 科 の あ ゆ み
1 9 7 5 - 2 0 2 5
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2 0 2 5 年 度 卒 業 研 究 題 目 一 覧

植 田 雄 司

坂 本 彪 馬

小 林 立 宜

森 山 皓 晟

大 木 琉 斗

伊神信之介

岡 野 晃 佑

小 村 優 太

亀 崎 尊 忠

田 口 結

坪 井 孝 樹

出 合 拓 翔

中 村 美 結

前 川 光 丞

浅 井 章 汰

川 島 慶 伍

堀 翔 大

高 見 哲 史

冨 谷 隼 太

豆 井 陸 翔

米満海玖人

井 口 皓 帆

上 野 真 心

久 木 龍 飛

堀 田 夏 輝

大阪市中央区・船場地区におけるオフィスビルの公開空地の類型化と評価

住宅平面図にみる『和室』の有無・位置関係・床の間・室数・畳数の年代による変化　新建築雑誌（����~����）を通して

寝屋川市の低湿地帯における民家から見えてくる 地域景観の価値の再評価 

滋賀県の公共ホールにおける地域芸術文化への貢献の可能性について　中・小規模ホールの稼働率・催事・舞台形式の分析から

風洞実験における低層建築物に作用する風圧について

加速度センサーを用いた飛来物の衝撃力測定

有風環境下における板ガラスの耐衝撃性能に関する研究

実大強風雨発生装置による物体の飛散に関する研究

戸建て住宅模型に作用する突風荷重に関する研究

建材の劣化を考慮した日本版改良藤田スケールの再検討

超高層中間層免震建物の高さ方向の免震層の最適配置に関する研究

有風環境下における外壁材（サイディング）の耐衝撃性能に関する研究

大阪府生野区における飲食店分布からみる多文化共生の実態

夏季の切妻屋根の付加による日射遮蔽と屋根裏の通風による室内への熱移動の低減に関する研究

背部または腰部への局所冷気流が生理心理反応に与える影響に関する研究

摂南大学寝屋川キャンパスにおけるくつろぎスペースの環境測定と利用実態の分析　その➀照度基準と昼光率に基づく光環境の評価

摂南大学寝屋川キャンパスにおけるくつろぎスペースの環境測定と利用実態の分析　その➁気積と利用人数からみた空気環境の評価

摂南大学寝屋川キャンパスにおけるくつろぎスペースの環境測定と利用実態の分析　その➂騒音基準と利用人数からみた音環境の評価

頸部への接触冷却が生理心理反応に与える影響に関する研究

背部への局所冷気流または局所等温気流が生理心理反応に及ぼす影響に関する研究

顕熱と潜熱の放熱量の違いが生理心理反応に及ぼす影響に関する研究

生成 AI との協働による建築初期設計プロセスの提案　Stable Diffusion を用いたプロンプトの言語依存性と循環型ワークフローの検証

２０２５年日本国際博覧会（大阪・関西万博） におけるメディアが発信する建築の立ち位置について

和歌山県・龍神温泉の価値と保存に関する研究　歴史的建築物を核とした持続可能な保存体制の提案

都市機能誘導区域における施設数と人口の増減に関する研究　三重県津市を事例として

村 尾 悠 月

竹 川 大 洋

西 口 千 尋

宮 下 巧

岡 泰 平

小 西 秋 仁

小 林 大 輝

土 井 萌 愛

中 郷 陽 咲

藤 原 啓 義

増 木 俊 迪

石 川 翼

福 田 梨 咲

矢 口 恵 斗

子供の遊び空間を内包した路地再生の可能性　京都市上京区白銀町

現代社会における生と死の共生　境界をほどく建築の試み

地域に寄り添う建築　道としての記憶と未来

あわいの建築　新しい市街地再開発の提案

疏水を紡ぐ　本の流れとともにたどる物語

対流と滞留の広場　地域へつなぐ丹波橋駅前空間の再編計画

学びの消失を起点としたニュータウンの再生

ひろわれた日常

でんしゃなき島のせんろみち

空白の再編集　板宿商店街の市場跡の再編集

遊びがつなぎ直すまち　若者と地域の再接続

農地を “関係の装置” へ

らくだと歩む

使わない時間のデザイン　雨が暮らす住宅群
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高 田 蒼 士

大 西 和 尚

田 川 泰 地

西 村 凛

山 下 真 緒

荒 木 汀 紗

國 澤 晃 一

児 玉 武 士

佐 藤 帆 純

田原成一郎

樽 井 智 哉

福 井 希

松 浦 栞 奈

吉 村 尚 生

地域に根ざしたまちづくり

奈良・きたまち広場

斜面に寄り添うランドフォーム建築　ワインと自然が交わる場の提案

未来に広がる繋がる

地上と地下を繋ぐ都市空間の創出

流れの中で、休む　土佐堀・中之島における短時間滞在空間の提案

緑のつながり　桂離宮から読み替える現代のまち

かける　建築から考えるギャンブルの在り方

連続する帯　境界をゆるめる高架下の居場所

日常の中のスタンド　寝屋川一番街に開かれたスタジアムによる寝屋川の再構築

欲動ヲ獲得セヨ。

影という余白　都市に生まれる名もなき居場所

共助と共生　暮らしの可視化と窓の共有化

まちとり物語　重要伝統的建造物群保存地区に溢れ出す「ぼく・わたしのひみつきち」

岡 田 将 弥

岡 部 太 夢

岡本紗奈江

小 山 葵

瀨戸虎太朗

棚 橋 滉 太

岩 村 省 吾

石 原 稜 太

小 谷 孔 明

杉 本 万 波

竹 中 幹 人

松 本 美 空

宮 崎 咲 良

山 口 諒 也

宮 坂 建 希

柴 田 悠 吏

雨 面 莉 玖

城 内 雅 善

小笠原健人

橋 野 心

兵 頭 陸 哉

久木山堅斗

岡 田 七 星

清 水 暁 翔

勉強に集中できる自習空間に関する研究

寝屋川市と大阪市生野区における銭湯の変遷と比較に関する研究

ゼミ室内におけるリラックス空間に関する研究

人の利用からみた超高層集合住宅の屋外空間に関する研究　大阪都心 � 区を対象として

郊外住宅地における高齢者が歩きたくなる歩行空間要件の抽出　川西市清和台を対象として

市街化調整区域への編入による都市のコンパクト化の可能性と課題に関する研究

防災教育・避難訓練の課題抽出と考察について

加古川市美乃利地区における水路の整理と水害用タイムラインに関する考察

災害発生時のペットのための備蓄に関する研究

鴻ノ池運動公園 ( 奈良市 ) を対象とした災害時計画案の作成と考察　全国の防災公園への展開

大規模災害を想定した病院の立地特性指標の提案　奈良県内 �� 病院を対象として

災害時における拠点建物の安全確認手法に関する研究

倒壊家屋から救出された輪島塗を引き継ぐ方法に関する考察　壊れた輪島塗を用いた企画を通じて

京都府内 �� 市町村のハザードマップの比較と考察

壁板の目地が耐力に与える影響に関する実験的研究　その � 目地の深さを変数とした場合

壁板の目地が耐力に与える影響に関する実験的研究　その � 目地の幅を変数とした場合

スリット入り鉄板を設置した架構のエネルギー吸収性能に関する実験的研究　その � スリットの高さを変数とした場合

スリット入り鉄板を設置した架構のエネルギー吸収性能に関する実験的研究　その � スリット間隔を変数とした場合

シアスパン比が �.� の RC 短スパン梁のせん断耐力に関する実験的研究　その � 梁幅を変数とした場合

シアスパン比が �.� の RC 短スパン梁のせん断耐力に関する実験的研究　その � せん断補強筋比を変数とした場合

ハーフ PCa 床板を用いた床スラブの耐力および変形性能に関する実験的研究　その � 打ち継ぎ面にコッターを用いた場合

ハーフ PCa 床板を用いた床スラブの耐力および変形性能に関する実験的研究　その２打継部をほうき目仕上げとした場合

フラットプレートのパンチング耐力に関する実験的研究　その � スラブ筋量を変化させた場合

フラットプレートのパンチング耐力に関する実験的研究　その � スラブ厚さを変化させた場合
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■ 2025年度 設計演習 課題一覧

■ 2025年度 摂南大学 建築学科スタッフ
専　　任 設計演習担当非常勤講師

1 年生（前期）建築基礎演習 A 第 1 課題：「中心のある家」のトレース
第 2 課題：「中心のある家」の模型
第 3 課題：阿部勤「中心のある家」のトレース図、模型を活用したプレゼンテーション

「大学構内に設けられる外部展示空間 ( パビリオン )」

1 年生（後期）建築基礎演習 B 第 1 課題： キャンパス内のレストスペース
第 2 課題：「蔵のあるくらし」をデザインする　狭小敷地に蔵とともに棲む

2 年生（前期）建築設計製図 A 第 1 課題： 中之島公園を臨むワークプレイス
第 2 課題： SU Visitor Center ～通り抜けできるキャンパス～

2 年生（後期）建築設計製図 B 第 1 課題： ピロティとテラスのあるコミュニティ・ライブラリー
第 2 課題： まちの美術館：吹き抜けのある市民のためのアートパーク

3 年生（前期）建築設計演習 A 　　課題：  学校の再構築
 前半課題：グループ課題
 後半課題：個人課題　　小学校の設計

3 年生（後期）建築設計演習 B 　　課題：『世界を編み直す建築』～境界からひらく可能性～
 小野スタジオ :「建築のもつシンボル性について」
 西倉スタジオ :「何かを動員するカタチ」
 武田スタジオ :「景観」
 西井スタジオ :「掛ける・兼ねる・変える」
 白須スタジオ :「隣接性」

4年生（通年）卒 業 設 計

教　授 池 内 淳 子
伊 熊 昌 治 （建築基礎演習 A・B）
大　谷　由紀子 （建築基礎演習 B　建築設計製図 A）
奥 田 泰 雄

　　　　　　　＊ 加 嶋 章 博 （建築設計製図 B）
宮 本 征 一
柳 沢 　 学

准教授　　　　＊ 小 林 健 治 （建築設計製図 B　建築設計演習 A）
講　師　　　　 白 須 寛 規 （建築基礎演習 A　建築設計演習 B）　

建築学科共通準備室 中　尾　千紗子
伊 藤 朋 子
重　原　都美子
長 﨑 麻 子

　　　　　　　＊ 真　木　美穂子

池 田 久 司 （建築基礎演習 A）
斉 藤 智 士 （建築基礎演習 A）
佐 藤 伸 也 （建築基礎演習 A）
村　上　芙美子 （建築基礎演習 A）
川 口 裕 人 （建築基礎演習 A）
駒 井 陽 次 （建築基礎演習 B）
髙 木 章 寛 （建築基礎演習 B）
信 藤 勇 一 （建築基礎演習 B）
南 野 優 子 （建築基礎演習 B）
山　根　健太郎 （建築基礎演習 B）
小 田 真 平 （建築基礎演習 B）
濱 田 　 猛 （建築基礎演習 B）
出 江 　 潤 （建築設計製図 A）
京 　 智 健 （建築設計製図 A）
堀 　 賢 太 （建築設計製図 A）
戸 田 　 智 （建築設計製図 A）
古 川 晋 也 （建築設計製図 A）
好 川 　 拓 （建築設計製図 A,B）
守 行 忠 勝 （建築設計製図 A）
貴 志 泰 正 （建築設計製図 B）
岸 下 真 理 （建築設計製図 B）
藤 田 　 慶 （建築設計製図 B）
門　間　香奈子 （建築設計製図 B）
井 戸 健 治 （建築設計製図 B）
富 田 祐 一 （建築設計製図 B）
水 上 和 哉 （建築設計演習 A）
矢 田 朝 士 （建築設計演習 A）
山 口 尚 之 （建築設計演習 A）
北 條 豊 和 （建築設計演習 A）
小 野 龍 人 （建築設計演習 B）
武 田 憲 人 （建築設計演習 B）
西 井 洋 介 （建築設計演習 B）
西 倉 美 祝 （建築設計演習 B）

＊  作品集編集担当

2025年度　摂南大学　理工学部 建築学科　作品集　Design Works '25/'26
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